
60 年程前に植えられた大口町五条川堤の桜「ソメイヨシノ」が

寿命を迎えています。大口町では、大口町古来の品種としてエド

ヒガンを組織培養し、大口町にしかない品種として苗木を育てる

「五条川水と桜のプロジェクト」が進んでいます。

新しい日常が始まりました

新しい日常が始まりました新しい日常が始まりました

新しい生活様式スタート！
大口北小学校

　大口町プローモーション

フォトコンテスト

大口町の

五条川と桜

入賞作品

大口町プロモーション
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災害用トイレ（マンホールトイレ）
設置箇所

大口町一般用（汚水）のマンホール蓋は黒ですが、大口町災害用マンホール蓋
は

カラーマンホールになっているものもあります。災害時はマンホールの上に簡
易

な便座やテントを設け、トイレとして機能します。

大口町一般用（汚水）のマンホール蓋は黒ですが、大口町災害用マンホール蓋
は

カラーマンホールになっているものもあります。災害時はマンホールの上に簡
易

な便座やテントを設け、トイレとして機能します。

役場庁舎

中央公民館

屋内運動場・
多世代が集う憩い広場

南小学校

北小学校

大口中学校

さつきケ丘防災センター

河北学習等供用施設

上小口学習等供用施設

2020
NO.740
2020
NO.7401010

ブロック塀無料診断・撤去費補助は今年度末までの制度です P9
年に一度の健康診査、もうお済みですか？ P12
Be Ambitious　渡邉　明衣さん（下小口）

P2

P25

　　　住民発！ わが町自慢型のプロモーションです

ガラスに魅了されて…

姉妹都市提携５周年

あなたの子育て支えます

大口町のシティプロモーションは
特集休

日
診
療

休
日
診
療

戸籍保険課窓口延長日

納付金

14日（水） 28日（水）午後7時まで
業務内容：印鑑登録事務、住民票および戸籍証明書の発行
※住所異動の手続きなどお取り扱いできない業務もあります。

●町県民税（3期）●国民健康保険税（5期）
●介護保険料（5期）●後期高齢者医療保険料（4期）

納期限11月2日（月） 新型コロナウイルス感染症の状況により、掲載しました行事が
中止になることがありますので、あらかじめご了承ください。
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第 3期（2023～2025）
受け入れる環境を整える
ゆかりのある人とつながる

2023
令和 5年

2019
令和元年

2017
平成 29年

大口プロモーション
キックオフイベント

大口町プロモーション戦略
９年間を３期に分け
大口町の魅力を発信しています。

若い世代との意見交換会
「おおぐちトーーク」

西小学校  総合的な学習の時間

西小学校  総合的な学習の時間
「大口町コミュニティバスを

知ろう」

大口プロモーション公開会議
アピタ大口店

成人式での啓発活動

大和屋守口漬総本家大口工
場まつり出展＆金助さくら
祭りスタンプラリー

大口町をイメージする
ロゴ募集（6月）

大口町魅力発見ツアー
「知ってた？実はすごいよ！
大口町ツアー」その１

マドラス譁

大口町魅力発見ツアー
「知ってた？実はすごいよ！
大口町ツアー」その２
譁大和屋守口漬総本家

桜と五条川の
大口町フォトコンテスト

桜だけじゃない！
大口町のいいもの
フォトコンテスト
（10月）

主な行事

2020
令和 2年

2018
平成 30年

町内
の情
報量
を増
やし
、シ
ビッ
クプ
ライ
ドを
育む
プロ
モー
ショ
ン

第
1期
（2
01
7～
20
19
）

第 2期（202
0～2022）

まちと人をつ
なげるプロモ

ーション

START

西小学校 総合的な学習の時間

北小学校 総合的な学習の時間

大口町魅力発見ツアー
「知ってた？実はすごいよ！
大口町ツアー」その 3
大和エンタープライズ譁

大口町魅力発見ツアー
「知ってた？実はすごいよ！大口町
ツアー」その 3譁東海木材相互市場

全国シティセールス
デザインコンテスト 2019
（地域の元気部門）で大賞を受賞

大
口
町
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は

住
民
発
！ 

わ
が
町
自
慢
型
の

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
で
す

　

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
地
方
自
治
体
が
お
こ
な
う
「
宣
伝
・
広
報
・
営
業
活
動
」
を
い
い
、
地
域

の
イ
メ
ー
ジ
向
上
や
活
性
化
な
ど
を
目
的
と
し
た
取
り
組
み
で
す
。
こ
の
事
業
は
、
2
0
1
4
年
12
月
2
日
に

施
行
さ
れ
た
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」
に
あ
り
ま
す
。「
地
方
が
活
気
あ
る
も
の
に
な
れ
ば
、
日
本
全

体
が
元
気
で
豊
か
に
な
る
」
と
い
う
狙
い
で
、
国
を
挙
げ
て
の
取
り
組
み
で
す
。　

　

大
口
町
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
、
ま
ち
の
魅
力
発
信
の
担
い
手
と
し
て
行
政
、
住
民
、
町
内
に
通
勤

を
し
て
い
る
人
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
・
企
業
を
巻
き
込
み
「
住
民
発
！
わ
が
町
自
慢
型
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
」

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

大
口
町
の
先
人
た
ち
は
こ
れ
ま
で
、
豊

か
な
田
園
風
景
や
五
条
川
と
桜
を
守
り
続

け
る
と
と
も
に
、
健
全
な
財
政
力
の
確
保

や
、
住
民
の
雇
用
環
境
を
整
え
る
た
め
、

戦
略
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
を
誘
致
す
る

な
ど
、
未
来
の
住
民
に
想
い
を
馳
せ
な
が

ら
、
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま

し
た
。

　

現
在
、
全
国
的
に
人
口
減
少
が
進
み
、

子
ど
も
や
若
い
世
代
が
減
る
中
、
大
口
町

で
は
ゆ
る
や
か
な
人
口
増
加
が
続
い
て
い

ま
す
。
今
後
も
大
口
町
が
持
続
的
に
発
展

し
て
い
く
た
め
に
は
、
子
育
て
世
代
を
は

じ
め
、
若
い
世
代
の
定
住
を
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

大
口
町
は
平
成
28
年
度
に
『
大
口
町
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
』
を
策
定
し
、
特
に

若
い
世
代
を
中
心
と
し
た
住
民
の
大
口
町

へ
の
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
（
ま
ち
に
対
し

て
誇
り
や
愛
着
を
持
つ
こ
と
）
を
持
ち
、

定
住
意
欲
を
高
め
る
と
と
も
に
大
口
町
の

魅
力
を
発
信
す
る
『
住
民
発
！
わ
が
町
自

慢
型
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
』
を
、
住
民
有

志
（
お
お
ぐ
ち
宣
伝
部
）
と
N
P
O
法
人

ま
ち
ね
っ
と
大
口
、
大
口
町
と
の
協
働
で

進
め
て
い
ま
す
。

※
「
住
民
」

大
口
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
に
お
い
て
、
大
口

町
内
に
住
ん
で
い
る
人
、
活
動
し
て
い
る
住
民
団

体
、
活
動
し
て
い
る
事
業
所
を
「
住
民
」
と
し
て

定
義
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
お
お
ぐ
ち
宣
伝
部
が
ア
イ

デ
ア
を
出
し
合
い
、
N
P
O
法
人
ま
ち

ね
っ
と
大
口
が
大
口
町
と
の
パ
イ
プ
役
と

な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
て
き

ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
郷
土
を
学
ぶ

　

昨
年
か
ら
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と

小
学
校
の
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
や
「
環

境
学
習
」
と
コ
ラ
ボ
を
し
て
、大
口
町
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
が
講
話
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
自
分
た
ち
が
住
む

ま
ち
を
、
住
民
や
活
動
団
体
、
企
業
の
方
々

の
協
力
で
、
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
見
た

り
、聞
い
た
り
、体
験
し
た
り
す
る
こ
と
で
、

大
口
町
の
魅
力
を
伝
え
る
内
容
で
す
。

　

今
回
は
、
北
小
学
校
３
年
生
が
「
五
条

川
堤
の
桜
の
物
語
」
と
題
し
、
大
口
町
の

発
展
を
支
え
た
歴
史
と
、
桜
の
寿
命
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。
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受け入れる環境を整える
ゆかりのある人とつながる
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平成 29年

大口プロモーション
キックオフイベント

大口町プロモーション戦略
９年間を３期に分け
大口町の魅力を発信しています。

若い世代との意見交換会
「おおぐちトーーク」

西小学校  総合的な学習の時間

西小学校  総合的な学習の時間
「大口町コミュニティバスを

知ろう」

大口プロモーション公開会議
アピタ大口店

成人式での啓発活動

大和屋守口漬総本家大口工
場まつり出展＆金助さくら
祭りスタンプラリー

大口町をイメージする
ロゴ募集（6月）

大口町魅力発見ツアー
「知ってた？実はすごいよ！
大口町ツアー」その１

マドラス譁

大口町魅力発見ツアー
「知ってた？実はすごいよ！
大口町ツアー」その２
譁大和屋守口漬総本家

桜と五条川の
大口町フォトコンテスト

桜だけじゃない！
大口町のいいもの
フォトコンテスト
（10月）
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ーション
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大口町魅力発見ツアー
「知ってた？実はすごいよ！
大口町ツアー」その 3
大和エンタープライズ譁

大口町魅力発見ツアー
「知ってた？実はすごいよ！大口町
ツアー」その 3譁東海木材相互市場

全国シティセールス
デザインコンテスト 2019
（地域の元気部門）で大賞を受賞

　

大
口
町
の
先
人
た
ち
は
こ
れ
ま
で
、
豊

か
な
田
園
風
景
や
五
条
川
と
桜
を
守
り
続

け
る
と
と
も
に
、
健
全
な
財
政
力
の
確
保

や
、
住
民
の
雇
用
環
境
を
整
え
る
た
め
、

戦
略
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
を
誘
致
す
る

な
ど
、
未
来
の
住
民
に
想
い
を
馳
せ
な
が

ら
、
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま

し
た
。

　

現
在
、
全
国
的
に
人
口
減
少
が
進
み
、

子
ど
も
や
若
い
世
代
が
減
る
中
、
大
口
町

で
は
ゆ
る
や
か
な
人
口
増
加
が
続
い
て
い

ま
す
。
今
後
も
大
口
町
が
持
続
的
に
発
展
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て
い
く
た
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に
は
、
子
育
て
世
代
を
は

じ
め
、
若
い
世
代
の
定
住
を
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

大
口
町
は
平
成
28
年
度
に
『
大
口
町
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
』
を
策
定
し
、
特
に

若
い
世
代
を
中
心
と
し
た
住
民
の
大
口
町

へ
の
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
（
ま
ち
に
対
し

て
誇
り
や
愛
着
を
持
つ
こ
と
）
を
持
ち
、

定
住
意
欲
を
高
め
る
と
と
も
に
大
口
町
の

魅
力
を
発
信
す
る
『
住
民
発
！
わ
が
町
自

慢
型
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
』
を
、
住
民
有

志
（
お
お
ぐ
ち
宣
伝
部
）
と
N
P
O
法
人

ま
ち
ね
っ
と
大
口
、
大
口
町
と
の
協
働
で

進
め
て
い
ま
す
。

※
「
住
民
」

大
口
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
に
お
い
て
、
大
口

町
内
に
住
ん
で
い
る
人
、
活
動
し
て
い
る
住
民
団

体
、
活
動
し
て
い
る
事
業
所
を
「
住
民
」
と
し
て

定
義
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
お
お
ぐ
ち
宣
伝
部
が
ア
イ

デ
ア
を
出
し
合
い
、
N
P
O
法
人
ま
ち

ね
っ
と
大
口
が
大
口
町
と
の
パ
イ
プ
役
と

な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
て
き

ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
郷
土
を
学
ぶ

　

昨
年
か
ら
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と

小
学
校
の
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
や
「
環

境
学
習
」
と
コ
ラ
ボ
を
し
て
、大
口
町
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
が
講
話
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
自
分
た
ち
が
住
む

ま
ち
を
、
住
民
や
活
動
団
体
、
企
業
の
方
々

の
協
力
で
、
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
見
た

り
、聞
い
た
り
、体
験
し
た
り
す
る
こ
と
で
、

大
口
町
の
魅
力
を
伝
え
る
内
容
で
す
。

　

今
回
は
、
北
小
学
校
３
年
生
が
「
五
条

川
堤
の
桜
の
物
語
」
と
題
し
、
大
口
町
の

発
展
を
支
え
た
歴
史
と
、
桜
の
寿
命
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。

地域の活性化を進めるために、さまざまな戦略を検討して、
まちの魅力（自然、歴史、文化、伝統、ひと、食）を世間に
広めるシティプロモーション。しかし、すぐには定着しない
ため根気と工夫が必要な活動です。そこで大口町は 9 年間を
3 期に分けて、まちの魅力の発信に取り組んでいます。

大口町プロモーション戦略主な事業
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取材・文／大口町NPO登録団体ZOOM

講師として協力していただいた皆さん

NPO法人 わくわくおおぐち 21
五条川を守る人のお話

コミュニティバスサポート隊

吉田昇さん（自然観察指導員）

大口町のコミュニティバスを知ろう

大口町に住む生き物

福玉米粒麦譁
譁大和屋守口漬総本家 大口工場

大口町でできるもの（特産物）農業と産業
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五条川堤の桜の物語

　
「
大
口
町
に
は
よ
い
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
は
意
外
と
知

ら
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
北
エ
リ
ア

と
南
エ
リ
ア
で
も
、
子
ど
も
た
ち
が
持
っ

て
い
る
地
元
へ
の
知
識
も
違
い
ま
す
。
今

は
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
同

居
し
て
い
る
世
帯
が
少
な
く
な
っ
た
た
め
、

伝
承
が
難
し
く
な
っ
て
き
た
か
ら
で
し
ょ

う
か
。
こ
う
し
た
授
業
を
通
し
て
、
大
口

町
の
よ
い
と
こ
ろ
を
、
シ
ャ
ワ
ー
の
よ
う

に
子
ど
も
た
ち
に
た
く
さ
ん
聞
か
せ
て
、

ふ
る
さ
と
大
口
を
愛
し
、
ふ
る
さ
と
大
口

を
語
れ
る
子
ど
も
を
育
て
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
今
は
、
水
を
あ
げ
続
け
て
い

る
だ
け
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
い
つ
か
、

子
ど
も
た
ち
の
心
の
中
で
芽
が
出
て
花
咲

く
よ
う
に
、
子
ど
も
た
ち
の
心
が
育
っ
て

い
く
こ
と
を
、
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。」

と
北
小
学
校 

鈴
木
洋
子
校
長
。

　

平
成
30
年
８
月
に
、
ま
ち
の
魅
力
を
発

掘
す
る
た
め
に
、
お
お
ぐ
ち
宣
伝
部
（
現

在
10
名
）
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
大
口

町
で
生
ま
れ
育
っ
た
人
、
町
外
か
ら
移
り

住
ん
だ
人
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
集
ま
り

活
動
を
し
て
い
ま
す
。
代
表
し
て
今
井
さ

ん
と
尾
上
さ
ん
に
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し

た
。

今�

井
嘉
一
さ
ん　

一
宮
市
出
身　

57
歳　

18
歳
の
時
に
大
口
町
に
移
り
住
む　

尾�

上
玲
子
さ
ん　

小
牧
市
出
身　

54
歳　

結
婚
後
、
28
歳
の
と
き
に
大
口
町
へ

３
年
間
活
動
を
し
て
き
て

今�

井
さ
ん　

最
初
の
キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン

ト
か
ら
参
加
を
し
て
い
ま
す
。
町
か
ら

案
内
の
手
紙
が
届
き
、
行
か
な
い
と
い

け
な
い
と
思
い
参
加
し
た
の
が
き
っ
か

け
。
そ
の
時
は
、
ま
ち
の
定
住
・
移
住

者
を
増
や
し
人
口
比
率
を
大
き
く
し
て

い
こ
う
と
い
う
真
面
目
で
固
い
話
で
し

た
ね
。
こ
の
３
年
間
は
、
何
を
す
れ
ば

よ
い
の
か
手
探
り
で
時
が
過
ぎ
て
い
き

ま
し
た
。

尾�

上
さ
ん　

今
振
り
返
る
と
、
こ
の
３
年

間
は
研
修
期
間
だ
っ
た
か
な
。
今
、
よ

わ
た
し
た
ち
が
お
お
ぐ
ち
宣
伝
部
で
す

う
や
く
や
る
こ
と
が
見
え
て
き
た
感
じ

で
す
。

印
象
に
残
っ
た
事
業
は
？

尾�

上
さ
ん　

大
和
屋
守
口
漬
総
本
家
大
口

工
場
ま
つ
り
で
企
画
し
た
大
口
町
ク
イ

ズ
で
す
。

今�

井
さ
ん　

私
は
こ
れ
ま
で
、
町
内
の
イ

ベ
ン
ト
に
出
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
大
口
町
に
関
心
が
な
か
っ
た
。

で
も
ね
、
金
助
桜
ま
つ
り
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
と
大
和
屋
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
を
企

画
・
参
加
し
て
、初
め
て
楽
し
い
と
思
い

ま
し
た
。

　

町
内
は
も
ち
ろ
ん
、
町
外
の
方
も
参

加
し
楽
し
め
た
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。　

企
業
訪
問
も
良
か
っ
た
で
す
。
高
い
技

術
を
も
っ
た
企
業
が
こ
ん
な
身
近
に
あ

る
こ
と
に
初
め
て
気
付
き
ま
し
た
。
そ

し
て
そ
の
会
社
や
商
品
に
興
味
を
持
ち

ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
子
ど
も
た
ち

に
も
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

大
き
な
機
械
音
や
ゴ
ム
、
油
の
臭
い
な

ど
五
感
を
使
っ
て
も
の
づ
く
り
を
体
感

す
る
と
、
子
ど
も
た
ち
の
想
像
力
が
広

が
り
ま
す
。
こ
ん
な
仕
事
、
こ
ん
な
会
社

に
就
職
し
て
み
た
い
と
夢
が
広
が
り
、

将
来
地
元
で
就
職
や
、生
計
を
立
て
家

庭
を
持
つ
、
そ
う
す
れ
ば
地
元
で
定
住

し
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
お
お
ぐ
ち
宣
伝
部
は
ま
ち

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
コ
ネ
ク
ト
役
を

し
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
興

味
が
あ
る
方
は
ぜ
ひ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問�

合
せ
先
　
N
P
O
法
人
ま
ち
ね
っ
と
大

口　

蘂
22ｰ

６
６
４
２　
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外国籍住民向けサポート事業

外
がいこくせきじゅうみんむ

国籍住民向け

新
しんがた

型コロナウイルス感
かんせんしょう

染症に関
かか

わる困
こま

りごと相
そうだんかい

談会

　新
あた

しい生
せいかつようしき

活様式、新
しんがた

型コロナウイルス感
かんせんしょう

染症の影
えいきょう

響により、仕
しごと

事、給
きゅうふきん

付金、教
きょういく

育、在
ざいりゅうしかく

留資格などの困
こま

りご

とを聞
き

いて、多
たぶんかきょうせい

文化共生レインボーのメンバーが必
ひつよう

要な情
じょうほう

報をお伝
つた

えします。

日
にちじ

時　10月
がつ

11 日
にち

豸　　午
ご ご

後２時
じ

～４時
じ

場
ばしょ

所　中
ちゅうおうこうみんかん

央公民館１Ｆ　娯
ごらくしつ

楽室

対
たいしょう

象　外
がいこくせきじゅうみん

国籍住民、または外
がいこく

国につながりがある方

費
ひよう

用　無
むりょう

料

主
しゅさい

催　多
たぶんかきょうせい

文化共生レインボー・大
おおぐちちょう

口町

問�合せおよび申
もうしこ

込み先
さき

　町
ちょうみんかつどう

民活動センター　蘂 22-6642　※日
にほん ご

本語で電
でんわ

話してください。

　メール　machinet@heart.ocn.ne.jp

NPO法
ほうじん

人まちねっと大口　開
かいかんじかん

館時間

　月
げつようび

曜日～土
どよう び

曜日　午
ごぜん

前９時
じ

～正
しょうご

午・午
ご ご

後１時
じ

～５時
じ

　（日
にちようび

曜日と祝
しゅくじつ

日は休
やす

み）

にちようび

といあ

大口町元気なまちづくり事業

ぽっかぽか子ども食堂

　子どもたちが一人ぼっちで食事することが増え
ていませんか？
　月に一度はみんなで楽しくおいしいご飯を食べ
ましょう。働くお母さんもお子さんと一緒に参加
できます。ゆっくりと食事を楽しんでください。
日�時　10月 17日貍　午後５時から８時
場所　カフェ　Ant（アント）
　大口町伝右二丁目 350番地（愛北市場内）
費用　子ども（小学生以下）　100円
　中学生　200円　高校生以上　300円
※�今回は新型コロナウイルス感染防止対策のた
め、100食限定のテイクアウト対応とさせてい
ただきます。

申�込み先および問合せ先
大口町まちづくり団体　ひまわりの会
　代表　飯野　蘂 080-4888-2525

子ども会連絡協議会で募集したコロナ禍において子ど
もたちの誰かに感じた「ありがとう」をご紹介します。

問合せ先　子ども会事務局　蘂 22-6642
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住
宅
防
火

　

い
の
ち
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
！

４
つ
の
対
策

①�

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
を
設
置
す
る
。
就
寝
時
間
帯

の
火
災
で
亡
く
な
ら
れ
る
方
が
多
い
た

め
、
寝
て
い
る
と
き
に
も
火
災
に
気
づ

け
る
よ
う
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

し
ま
し
ょ
う
。

②�

寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の

火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使
用

す
る
。
寝
タ
バ
コ
か
ら
寝
具
等
に
着
火

し
、
延
焼
拡
大
す
る
火
災
が
多
く
あ
り

ま
す
。
火
が
燃
え
移
ら
な
い
よ
う
防
炎

品
を
意
識
し
て
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

③�

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
住

宅
用
消
火
器
を
設
置
す
る
。
て
ん
ぷ
ら
火

災
な
ど
で
は
、
水
を
か
け
る
と
水
蒸
気
爆

発
等
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
一
家

に
１
本
消
火
器
を
備
え
ま
し
ょ
う
。

④�

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守

る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
作

り
ま
し
ょ
う
。
ご
近
所
の
方
が
先
に
火

災
に
気
づ
い
た
り
、
初
期
消
火
を
し
て

被
害
が
最
小
限
に
収
ま
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
ご
近
所
の
方
と
協
力
体
制
を
築

き
ま
し
ょ
う
。

火
災
を
防
ぐ
３
つ
の
習
慣

①
寝
タ
バ
コ
は
、
絶
対
や
め
る
。

②�

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら

離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

③�

ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と

き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
皆
さ
ん
や
皆

さ
ん
の
家
族
の
命
を
火
災
か
ら
守
る
た
め

の
も
の
で
す
。
一
般
住
宅
の
場
合
、
寝
室

と
階
段
の
２
か
所
が
設
置
の
義
務
化
が
さ

れ
、
現
時
点
で
義
務
化
か
ら
約
10
年
が
経

ち
ま
す
。
古
く
な
る
と
電
子
部
品
の
劣
化

や
電
池
切
れ
な
ど
で
火
災
を
感
知
し
な
く

な
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
交
換
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
交
換
の
目
安
は
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
を
設
置
し
て
か
ら
約
10
年
で
す
。

設
置
年
月
、
製
造
年
は
本
体
に
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

定
期
的
な
作
動
確
認
の
実
施

　

点
検
ボ
タ
ン
を
押
す
か
点
検
ひ
も
を

引
っ
張
り
、作
動
確
認
を
お
こ
な
い
ま
し
ょ

う
。
正
常
だ
と
音
が
鳴
り
ま
す
が
、
作
動

確
認
を
し
て
反
応
が
な
け
れ
ば
本
体
の
故

障
か
電
池
切
れ
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

少
な
く
と
も
１
年
に
２
回
は
、
作
動
確
認

を
し
ま
し
ょ
う
。

設
置
年
月
、
製
造
年
の
確
認
方
法

※�

写
真
は
あ
く
ま
で
例
で
あ
り
、
確
認
方

法
が
違
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

な
ぜ
寝
室
や
階
段
に
設
置
が
必
要
か

　

住
宅
火
災
で
は
、
逃
げ
遅
れ
が
原
因
で

死
亡
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
特
に
就
寝
時

に
犠
牲
に
な
る
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
必
要
最
低
限
の
負
担
で

効
果
の
高
い
場
所
と
し
て
、
寝
室
に
設
置

す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
寝
室

が
２
階
に
あ
る
場
合
な
ど
で
は
、
階
段
に

も
設
置
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

階
段
が
火
災
に
よ
る
煙
の
集
ま
り
や
す
い

場
所
で
あ
る
と
と
も
に
、
２
階
な
ど
で
就

寝
し
て
い
る
方
に
と
っ
て
は
、
ほ
と
ん
ど

の
場
合
、
唯
一
の
避
難
経
路
と
な
る
か
ら

で
す
。

※�

住
宅
用
火
災
警
報
器
に
つ
い
て
は
丹
羽

広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問�

合
せ
先　

丹
羽
広
域
事
務
組
合
消
防
本

部
予
防
課　

蘂
95
―

５
１
５
８

住
宅
防
火

　

い
の
ち
を
守
る

　
　
　
　

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
！

住
宅
用
火
災
警
報
器
も

　
　
　
　
　
　

交
換
が
必
要
？

▲『はずす』の方向に回します。▲本体の裏側に製造年月が記載さ
れています！
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　月の行事

近隣保育園の駐車場をご利用ください。

　
　

　
「
広
場
」「
な
か
よ
し
」
は
、
体
操
・
ふ

れ
あ
い
遊
び
・
主
活
動
・
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
な
ど
を
お
こ
な
い
ま
す
。

広
場　

★�

３
歳
ま
で
の
親
子
対
象

　

毎
週
金
曜
日　

　

午
前
10
時
30
分
か
ら
11
時
30
分

　

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
！

南
児
童
セ
ン
タ
ー

　

23
日
「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン　

コ
ー
ン
型
お

ば
け
バ
ッ
グ
」

北
児
童
セ
ン
タ
ー

　

23
日
「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
遊
び
」

西
児
童
セ
ン
タ
ー

　

23
日「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン　

プ
ク
プ
ク
お
ば
け
」

な�

か
よ
し　

★
今
年
度
中
に
満
３
歳
に
な

る
親
子
対
象

　

毎
週
火
曜
日　

　

午
前
10
時
30
分
か
ら
11
時
30
分

　

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
！

南
児
童
セ
ン
タ
ー

　

27
日
「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
遊
び
」

北
児
童
セ
ン
タ
ー

　

27
日
「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
手
形
ア
ー
ト
」

西
児
童
セ
ン
タ
ー

　

20�

日
「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン　

マ
ン
ト
作
り
」

　

北
児
童
セ
ン
タ
ー
に
は
「
な
か
よ
し
ラ

ン
ド
室
」、
西
児
童
セ
ン
タ
ー
に
は
「
チ
ャ

イ
ル
ド
ル
ー
ム
」
と
い
う
乳
幼
児
親
子
さ

ん
専
用
の
部
屋
が
あ
り
ま
す
。
南
児
童
セ

ン
タ
ー
を
含
め
、
い
つ
で
も
、
気
軽
に
、

ふ
ら
っ
と
、
来
た
い
と
き
に
遊
び
に
き
て

く
だ
さ
い
ね
。

問
合
せ
先

　
南
児
童
セ
ン
タ
ー　

蘂
95
ー

３
５
２
８

　
北
児
童
セ
ン
タ
ー　

蘂
95
ー

７
１
４
１

　
西
児
童
セ
ン
タ
ー　

蘂
96
ー

０
４
８
１

10
月
の
遊
び

　

▽�

マ
マ
と
遊
ぼ
う

　
●�

色
々
ボ
ー
ル
あ
そ
び
（
室
内
・
戸
外
）

　
●��

ハ
イ
・
チ
ー
ズ
！　

笑
顔
が
1
番

　

体
操
・
ふ
れ
あ
い
遊
び
・
紙
芝
居
は
毎

日
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
育
児
相
談
も
常

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
い
つ
で
も
、
気

軽
に
遊
び
に
き
て
く
だ
さ
い
ね
。
詳
し
く

は
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

蘂
95
ー

３
６
６
８

一
緒
に
遊
ぼ
う
会　

24
日
豺   

南
保
育
園

25
日
貂   

西
保
育
園

27
日
貅   

大
口
中
保
育
園

28
日
貊   

北
保
育
園

午
前 

10
時
か
ら
11
時

８
月
の
日
時

譁
譌
譏
譎
證
譖
譛
譚
譫
譟

譬
譯
譴
譽
讀
讌
讎
讒
讓
讖
讙
讚
谺
豁
谿
豈

豌
豎
豐
豕
豢
豬
豸
豺
貂
貉
貅
貊
貍

軈
軋
軛
軣
軼
軻
軫
軾
輊
輅
輕
輒

蘂
薑
薊
薨
蕭
薔
薐
藉
薺
藏
薹
藐
藕
藝
藥
藜
蠅
螢
螟
螂
螯

蟋
螽
蟀
蟐
雖
螫

蠢
蠡
蠱
蠶
蠹
蠧
蠻
衄
衂
衒
衙
衞
衢
衫
袁
衾
袞

衵
衽
袵
衲
袂
袗
袒
袮
袙
袢
袍
袤
袰
袿
袱
裃

裄
裔
裘
裙
裝
裹
褂
裼
裴
裨
裲
褄
褌
褊
褓
襃

褞
褥
褪
褫
襁

譁
譌
譏
譎
證
譖
譛
譚
譫
譟

譬
譯
譴
譽
讀
讌
讎
讒
讓
讖
讙
讚
谺
豁
谿
豈

豌
豎
豐
豕
豢
豬
豸
豺
貂
貉
貅
貊
貍

軈
軋
軛
軣
軼
軻
軫
軾
輊
輅
輕
輒

蘂
薑
薊
薨
蕭
薔
薐
藉
薺
藏
薹
藐
藕
藝
藥
藜
蠅
螢
螟
螂
螯

蟋
螽
蟀
蟐
雖
螫

蠢
蠡
蠱
蠶
蠹
蠧
蠻
衄
衂
衒
衙
衞
衢
衫
袁
衾
袞

衵
衽
袵
衲
袂
袗
袒
袮
袙
袢
袍
袤
袰
袿
袱
裃

裄
裔
裘
裙
裝
裹
褂
裼
裴
裨
裲
褄
褌
褊
褓
襃

褞
褥
褪
褫
襁

　

園
庭
で
は
、
色
水
遊
び
が
大
人
気
で

す
！�

花
と
水
を
混
ぜ
て
さ
ま
ざ
ま
な
色

を
作
っ
た
り
、「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
～
」

と
ジ
ュ
ー
ス
屋
さ
ん
に
も
発
展
し
て
い
ま

し
た
。
冷
た
い
水
が
気
持
ち
よ
く
、
暑
い

夏
に
は
ぴ
っ
た
り
の
水
遊
び
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　

他
に
も
、
ザ
リ
ガ
ニ
を
観
察
。「
こ
こ

を
持
つ
ん
だ
よ
」「
優
し
く
ね
」
と
教
え

合
い
な
が
ら
、
小
さ
い
お
友
だ
ち
も
交
え

て
身
近
な
虫
に
親
し
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

図
鑑
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
名
前
や
形
、

色
の
違
い
に
気
付
き
、
驚
き
の
発
見
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
よ
。

　

更
に
、
子
ど
も
た
ち
が
戸
外
で
一
番
夢

中
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
虫
探
し
！�

た
も

と
虫
か
ご
を
持
っ
て
セ
ミ
や
カ
ブ
ト
ム
シ

な
ど
を
夢
中
に
な
っ
て
探
し
て
い
ま
す
。

自
然
物
に
親
し
む
中
で
、
日
々
さ
ま
ざ
ま

な
気
付
き
や
発
見
が
あ
り
、
夏
を
大
満
喫

し
た
子
ど
も
た
ち
で
す
。

大
口
中
保
育
園
紹
介

児
童
セ
ン
タ
ー

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

▲ザリガニ観察 ▲虫探し ▲ジュース屋さん
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国
、
県
の
制
度
拡
充
に
よ
り
私
立
高
等

学
校
の
授
業
料
は
実
質
無
償
化
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
今
年
度
よ
り
、
町

の
補
助
制
度
を
変
更
し
ま
す
。

補
助
対
象
者

私
立
高
等
学
校
等
に
在
籍
す
る
生
徒
の

保
護
者
で
、
当
該
年
度
の
４
月
１
日
か

ら
10
月
１
日
ま
で
町
内
に
住
所
を
有
す

る
、
す
べ
て
の
保
護
者
に
関
し
、
課
税

標
準
額
（
課
税
所
得
額
）
に
１
０
０
分

の
６
を
乗
じ
た
額
か
ら
、
市
町
村
民
税

の
調
整
控
除
額
を
控
除
し
た
額
の
合
計

が
30
万
４
２
０
０
円
未
満
の
世
帯

補
助
金
額

国
の
就
学
支
援
金
お
よ
び
愛
知
県
私
立

高
等
学
校
等
授
業
料
軽
減
補
助
金
等
で

補
助
さ
れ
る
授
業
料
を
除
い
た
授
業
料

に
対
し
て
、
生
徒
１
人
当
た
り
に
対
し

て
年
額
２
万
円

※�

た
だ
し
、
納
入
す
べ
き
授
業
料
が
２
万

円
に
満
た
な
い
場
合
は
、
そ
の
納
付
す

べ
き
授
業
料
相
当
額
と
し
授
業
料
の

上
限
は
39
万
８
４
０
０
円
（
愛
知
県

の
私
立
高
等
学
校
等
授
業
料
平
均
額
）

と
す
る
（
令
和
２
年
度
の
入
学
者
は

41
万
２
８
０
０
円
）。

申
請
期
間

　

10
月
１
日
貅
か
ら
11
月
30
日
豺

　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分

※�

土
日
祝
日
、
正
午
か
ら
午
後
１
時
を
除

く
申
請
に
必
要
な
も
の

①�

大
口
町
私
立
高
等
学
校
等
授
業
料
補
助

金
交
付
申
請
書
兼
請
求
書
（
学
校
教
育

課
、
各
私
立
高
等
学
校
等
で
用
意
）

②�

在
学
証
明
書

（
①
の
申
請
書
兼
請
求
書
中
に
各
学
校

で
証
明
）

※�
令
和
２
年
１
月
２
日
以
降
に
大
口
町
に

転
入
さ
れ
た
方
は
、
前
住
所
地
等
で
発

行
の
課
税
証
明
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ

い
。

申�

請
場
所
お
よ
び
問
合
せ
先

　

中
央
公
民
館
２
階　

学
校
教
育
課�

　
蘂
95
―
４
４
４
６

私
立
高
等
学
校
等
の
授
業
料
補
助
制
度
の
変
更

高
等
学
校
等
へ
通
う
通
学
定
期
券
等
購
入
費
の
助
成

令
和
２
年
度
ス
タ
ー
ト
！

　

公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
公
立
高
校
、

私
立
高
校
等
へ
通
学
す
る
費
用
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

助
成
対
象
者

　

お
子
さ
ん
等
が
公
共
交
通
機
関（
ス
ク
ー

ル
バ
ス
を
含
む
）
の
定
期
券
を
購
入
し
、

当
該
年
度
の
４
月
１
日
か
ら
10
月
１
日
ま

で
町
内
に
住
所
を
有
す
る
保
護
者
。

※
所
得
制
限
は
設
け
て
い
ま
せ
ん
。

助
成
金
額

　

定
期
券
の
購
入
費
用
が
年
間
６
万
円

（
11
か
月
で
計
算
し
ま
す
）
を
超
え
る
場
合

に
、
３
万
円
を
上
限
と
し
て
助
成
し
ま
す
。

※�

下
記
の
計
算
式
に
あ
て
は
め
て
く
だ
さ

い
。

申
請
期
間

　

10
月
１
日
貅
か
ら
11
月
30
日
豺　

午
前

８
時
30
か
ら
午
後
５
時
15
分

※�

土
・
日
・
祝
日
、
正
午
か
ら
午
後
１
時

を
除
く

申
請
に
必
要
な
も
の

①�
大
口
町
高
等
学
校
等
通
学
費
助
成
金
交

付
申
請
書
兼
請
求
書

②�
申
請
年
度
内
に
購
入
さ
れ
た
定
期
券
等　

の
写
し

③�

学
生
証
の
写
し
、
ま
た
は
在
学
証
明
書

等
の
在
学
を
証
す
る
書
類

④�

振
込
先
の
口
座
の
写
し
（
振
込
先
は
申

請
者
と
同
一
名
義
に
限
り
ま
す
）

※�

①
は
、
学
校
教
育
課
で
用
意
し
て
い
ま

す
。
大
口
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
で
き
ま
す
。

申�

請
場
所
お
よ
び
問
合
せ
先

　

中
央
公
民
館
２
階　

学
校
教
育
課

　

蘂
95
―
４
４
４
６

定期券等の額 購入月数
[　　　　円 ]÷[　　か月 ]＝[　　　　円 ]【Ａ】※１円未満切捨て

【Ａ】[　　　　円 ]×11か月－6万円＝[　　　　円 ] 【Ｂ】

【Ｂ】と 3万円のいずれか小さい額　⇒　助成額　　　　　　　円

計算式

計算例　6か月定期を 5万 3,900 円で購入した場合
　5万 3,900 円÷6か月＝8,983 円　※１円未満切捨て
　8,983 円×11か月－6万円＝38,813 円
　3万 8,813 円と 3万円を比べて小さい額　⇒ 3 万円助成
※購入パターンはさまざまですので、お問合せください。
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令
和
３
年
４
月
か
ら
入
園
を
希
望
す
る

方
お
よ
び
育
児
休
業
復
帰
の
理
由
で
、
令

和
３
年
度
中
に
入
園
を
希
望
す
る
方
を
対

象
に
、
入
園
申
込
書
の
配
布
・
受
付
を
お

こ
な
い
ま
す
。

　

な
お
、
例
年
実
施
し
て
い
る
入
園
説
明

会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
た
め
中
止
し
ま
す
が
、
大
口
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
入
園
説
明
の
動
画
を

公
開
し
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

入
園
申
込
書
配
布　

10
月
１
日
貅
か
ら

申
込
書
配
布
場
所

▽�

大
口
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド

▽�

福
祉
こ
ど
も
課

▽�

各
保
育
園

入
園
申
込
（
１
次
募
集
）
受
付
期
間

　

10
月
12
日
豺
か
ら
11
月
30
日
豺

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま

で
（
土
・
日
曜
、
祝
日
を
除
く
）

申
込
受
付
場
所　

福
祉
こ
ど
も
課

そ
の
他

▽�

入
園
す
る
保
育
園
は
選
択
で
き
ま
す
。

▽�

２
次
募
集
以
降
の
入
園
申
し
込
み
受
け

付
け
期
間
は
、
決
定
次
第
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
ご
案
内
し
ま
す
。

▽�

求
職
活
動
を
要
件
に
入
園
を
希
望
す
る

方
は
、
３
次
募
集
で
の
入
園
申
し
込
み

受
け
付
け
と
な
り
ま
す
。

▽�

各
保
育
園
の
生
活
の
様
子
を
、
10
月
30

日
貊
ま
で
、
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
で

掲
示
し
ま
す
。

（
参
考
）

入
園
で
き
る
保
護
者
の
条
件
（
抜
粋
）

①�

家
庭
内
外
の
労
働　

居
宅
内
外
で
家
事

以
外
の
仕
事
を
し
て
い
る
場
合

※
１
か
月
75
時
間
以
上

②�

出
産
等　

産
前
産
後
８
週
間
、
病
気
や

負
傷
、
心
身
に
障
が
い
が
あ
る
場
合

③�

病
人
等
の
介
護　

家
庭
内
に
長
期
間
、

病
人
や
心
身
に
障
が
い
の
あ
る
方
が
い

て
、
常
時
介
護
に
あ
た
っ
て
い
る
場
合

④�

災
害
の
復
旧　

火
災
・
風
水
害
・
地
震

等
の
災
害
の
復
旧
に
あ
た
っ
て
い
る
場

合
⑤�

求
職
活
動　

就
労
す
る
意
思
が
あ
り
、

求
職
活
動
を
し
て
い
る
場
合

問
合
せ
先　

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階

　

福
祉
こ
ど
も
課　

蘂
94
―

１
２
２
２

　

新
入
学
児
童
の
健
康
診
断

対�
象　

令
和
３
年
４
月
か
ら
小
学
校
に
入

学
す
る
幼
児　

※�

対
象
者
に
は
、
９
月
中
旬
に
通
知
書
を

送
付
し
ま
し
た
。
通
知
書
が
届
い
て
い

な
い
場
合
は
、
学
校
教
育
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日�

時
お
よ
び
場
所

▽
南
小
学
校　

10
月
７
日
貉

▽
北
小
学
校　

10
月
14
日
貉

▽
西
小
学
校　

10
月
９
日
貊

※
時
間
は
通
知
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

内�

容
▽
適
性
検
査　

▽�

学
校
医
に
よ
る
健
康
診
断（
内
科
・
歯
科
）

▽
視
力
・
聴
力
検
査

問�

合
せ
先　

中
央
公
民
館
２
階

　

学
校
教
育
課　

蘂
95
―

４
４
４
６

令
和
３
年
度　

町
内
保
育
園
入
園
の
ご
案
内

ブ
ロ
ッ
ク
塀
無
料
診
断
は

今
年
度
末
ま
で
の
制
度
で
す

問合せ先　　まちづくり推進課　　蘂 95-1614

問
合
せ
先　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課　

蘂
95
ー

１
６
１
４

問
合
せ
先　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課　

蘂
95
ー

１
６
１
４

問合せ先　　まちづくり推進課　　蘂 95-1614 ブロック塀
無料診断・撤去費補助の

お知らせ

ブロック塀
無料診断・撤去費補助の

お知らせ

　

突
然
の
大
地
震
で
ご
自
宅
の
ブ
ロ
ッ
ク

塀
が
倒
壊
し
家
族
や
通
行
人
に
け
が
を
さ

せ
た
り
、
道
路
を
ふ
さ
い
で
避
難
や
緊
急

車
両
の
通
行
が
で
き
ず
、
多
く
の
人
が
二

次
災
害
に
巻
き
込
ま
れ
た
り
し
な
い
よ

う
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
状
態
を
専
門
家
の

視
点
か
ら
調
査
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
診
断
士

（
有
資
格
者
）
に
よ
る
無
料
診
断
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

ブ
ロ
ッ
ク
塀
診
断
士（
有
資
格
者
）
に
よ
る
ブ
ロ
ッ
ク

塀
等
の
診
断
の
結
果
、
撤
去
な
ど
の
必
要
性
が
あ
る
と
診

断
さ
れ
た
場
合
、
安
全
確
保
の
た
め
の
取
り
壊
し
な
ど
、

１
日
も
早
く
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。
撤
去
工
事
な
ど
を
検

討
さ
れ
る
場
合
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
撤
去
費
補
助
金
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

補
助
制
度
を
利
用
さ
れ
る
場
合
は
、
申
請
前
に
事
前

相
談
後
、
撤
去
工
事
に
取
り
掛
か
る
前
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

ブ
ロ
ッ
ク
塀
診
断
士
と
は
？ 　

　

公
益
社
団
法
人
日
本
エ
ク
ス
テ
リ
ア
建
設
業
協

会
の
資
格
を
有
し
た
診
断
士
で
、
大
口
町
に
登
録

し
、
業
務
を
委
託
さ
れ
た
診
断
士
で
す
（
登
録
証

を
携
帯
し
て
い
ま
す
）。

補
助
額  

最
大
10
万
円
は
、①
、②
の
う
ち
、
い
ず

れ
か
少
な
い
額
に
２
分
の
１
を
乗
じ
て
得
た
金
額

（
千
円
未
満
の
端
数
は
切
り
捨
て
）

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
全
部
ま
た
は
一
部
の
撤
去

工
事
に
要
す
る
費
用

 

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
長
さ
の
延
長
に
１
m
当
た

り
１
万
円
を
乗
じ
て
得
た
金
額

補助額

募集数

最大 10万円

25戸（先着順）

対
象
工
事

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
全
部
を
撤
去

一
部
を
撤
去
す
る
こ
と
で

安
全
性
を
確
保
で
き
る
場

合
は
、高
さ
が
１
m
未
満

と
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ブロック塀の
無料診断

募集数

申請
できる方 　

50戸（先着順）

対
象
と
な
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

塀
が
大
口
町
内
に
あ
る

塀
が
道
路
等
に
面
し
て
い
る

塀
の
高
さ
・
長
さ
が
そ
れ
ぞ
れ

１
メ
ー
ト
ル
以
上
あ
る

塀
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
造

ま
た
は
レ
ン
ガ
・
大
谷
石
な
ど
の

組
積
造
で
あ
る

役
場
に
申
請
書
を
提
出

役
場
か
ら
診
断
士
を
派
遣

無
料
診
断
の
流
れ

診
断
士
が
現
地
診
断
を
実
施

立
ち
合
い
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

診
断
士
か
ら
診
断
結
果
の
説
明
・
ア
ド
バ
イ
ス

　

総
合
判
定
が
「
否
」
の
場
合
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
全
部
を
撤
去
し
て

い
た
だ
く
な
ど
、
安
全
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

対象となるブロック塀
等を所有している方

①②③④

ブロック塀等
撤去費補助①②

※

※

ご
希
望
の
方
は
12
月
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ご
希
望
の
方
は
12
月
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。



10 令和2年10月

資料検索

開
館
時
間　

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

防
止
対
策
で
入
館
制
限
や
臨
時

休
館
を
は
じ
め
、
行
事
が
中
止

や
当
面
延
期
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す

問
合
せ
先　

蘂
95
―

３
９
９
９

　

町
立
図
書
館
で
は
新
た
に
「
図
書
消
毒

機
」
を
導
入
し
ま
し
た
。
セ
ル
フ
サ
ー
ビ

ス
方
式
で
利
用
で
き
ま
す
。
カ
ウ
ン
タ
ー

で
の
貸
出
処
理
後
、
お
帰
り
い
た
だ
く
際

に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
一

度
に
６
冊
ま

で
対
応
で
き
、

消
毒
時
間
は

約
30
秒
で
す
。

　

県
で
は
、「
育
て
よ
う　

豊
か
な
心　

読

書
か
ら
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
読
書
を
通

じ
て
青
少
年
の
健
全
育
成
を
図
る
た
め
、

10
月
を
「
青
少
年
に
よ
い
本
を
す
す
め
る

県
民
運
動
」
強
調
月
間
と
定
め
て
い
ま
す
。

図
書
館
で
も
「
青
少
年
に
よ
い
本
」
の
特

集
を
設
け
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

幼
児
向
け

▽
さ
ん
び
き
の
お
さ
る

▽�

ね
ー
ず
み�

ね
ー
ず
み�

ど
ー
こ�

い

き
ゃ
？

小
学
校
低
学
年
向
け

▽
み
え
る
と
か　

み
え
な
い
と
か

▽
や
き
い
も
や
ゴ
ン
ラ

小
学
校
中
学
年
向
け

▽
ヒ
ョ
ウ
の
ハ
チ

▽
俳
句
ガ
ー
ル

小
学
校
高
学
年
向
け

▽
明
日
の
ラ
ン
チ
は
き
み
と

▽�

キ
リ
ン
の
運
び
方
、
教
え
ま
す　

電
車

と
病
院
も

中
学
生
・
高
校
生
向
け

▽
ふ
る
い　

せ
ん
ろ
の　

か
た
す
み
で

▽
世
界
の
は
て
の
少
年

青
年
向
け

▽�

ぼ
く
は
イ
エ
ロ
ー
で
ホ
ワ
イ
ト
で
、

ち
ょ
っ
と
ブ
ル
ー

▽�

平
和
の
バ
ト
ン
広
島
の
高
校
生
た
ち
が

描
い
た
８
月
６
日
の
記
憶

図
書
消
毒
機
を
導
入

「
青
少
年
に
よ
い
本
」
の
特
集

今
月
の
新
入
り
で
す
！

ひ
ら
が
な
よ
ん
で
！

西
島
太
郎
／
著

松
江
市
松
江
城
調
査
研
究
室
／
編

松
江
城
天
守
国
宝
指
定
記
録
集

　

松
江
城
天
守 

国
宝
へ
の
み
ち

  

よ
こ
み
ち
け
い
こ
／
作
・
絵

  

き
の
し
た 

け
い
／
作

　

ｍ
ｏ
ｎ
ａ
／
絵

ま
す
く
ち
ゃ
ん
で
ば
ん
で
す

  

若
松　

英
輔
／
著

14
歳
の
教
室

ど
う
読
み
ど
う
生
き
る
か

松
江
・
城
下
町
も
の
が
た
り

佐
藤　

秀
／
著

格
差
は
子
ど
も
社
会
に
お
い
て
現
れ
る
！

あ
あ
格
差
社
会



11令和2年10月

歴
史
民
俗
資
料
館
ご
利
用
案
内

休
館
日　

月
・
火
曜
日

※�

水
曜
日
は
通
年
で
開
館
し
ま

す
。

※�

祝
日
は
開
館

開�

館
時
間

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

入
館
料　

無
料

問
合
せ
先　

蘂
94
―

０
０
５
５

http://www.oguchi-training.com/index.html

健康文化センター

トレーニングセンター利用についてほほえみプラザ通信

ほほえみプラザ5階 トレーニングセンター
　午前9時から午後9時
申込みおよび問合せ先　蘂94-0057

初めて利用・申込みされる方は初回登録が
必要です。利用カードを作成しますので、
顔写真（3㎝×2.5 ㎝）をお持ちください。
(未成年の方は保護者の印鑑が必要です。)

新しいマシンが入りました！

大
口
か
ら
出
土
し
た
銅ど
う
た
く鐸

　

銅
鐸
は
そ
の
不
思
議
な
形
や
用
途
の
謎

か
ら
、
人
々
の
高
い
関
心
を
集
め
て
き
ま

し
た
。
そ
の
銅
鐸
が
大
口
町
で
も
出
土
し

て
い
ま
す
。
高
さ
５
・
６
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

の
ミ
ニ
銅
鐸
で
、
昭
和
51
年
に
余
野
で
発

見
さ
れ
ま
し
た
。
写
真
の
よ
う
に
片
側
が

欠
落
し
て
い
ま
す
が
、
銅
鐸
独
特
の
形
が

わ
か
り
ま
す
。
実
物
を
見
な
が
ら
弥
生
時

代
の
大
口
町
の
人
々
の
生
活
を
想
像
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

おおぐちうららん

資
料
館
展
示
品
紹
介

な
つ
か
し
の
学
校

　

日
頃
、
皆
さ
ん
の
目
に
ふ
れ
る
機
会
の

少
な
い
収
蔵
庫
保
管
資
料
を
、
企
画
展
示

室
で
順
次
公
開
し
て
い
ま
す
。
現
在
は「
な

つ
か
し
の
学
校
」
と
題
し
て
明
治
か
ら
平

成
ま
で
の
小
中
学
校
に
関
す
る
も
の
を
展

示
し
て
い
ま
す
。

期
間　

11
月
1
日
豸
ま
で

●�コロナ閉館時の月会員券、回数券につ
いてはフロントにお問い合せください。
●�２万人体力測定はお休みさせていただ
きます。
※�ご不便をおかけしますが、あらかじめ
ご了承願います。詳細はトレーニング
センターにお問い合わせいただくか、
ホームページをご覧ください。

アジャスタブル・プーリー
エクササイズのバリエー

ションが豊富

レッグプレス
下半身に効果的

エアロバイク
効果的な
有酸素運動

●�入館時にはマスク着用、体温
チェックと消毒をお願いします。

何の入れ物でしょう ?

各時代の教科書の
内容を比べました

昔の理科室を再現しました



12 令和2年10月

▽
家
屋
を
取
り
壊
し
た
ら

登�

記
あ
り
家
屋　

法
務
局
（
春
日
井
市
）

で
滅
失
登
記
を
し
て
く
だ
さ
い
。

登�

記
な
し
家
屋　

役
場
税
務
課
で
取
り
壊

し
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
原
動
機
付
自
転
車
お
よ
び
小
型
特
殊
自
動
車　
　
　

廃
車
・
譲
渡
し
た
ら

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
・
印
か
ん
・
標
識

交
付
証
明
書
を
持
参
し
、
役
場
税
務
課

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

購
入
し
た
ら

印
か
ん
・
販
売
証
明
書
ま
た
は
譲
渡
証

明
書
を
持
参
し
、
15
日
以
内
に
役
場
税

務
課
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

住
所
な
ど
申
告
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た

場
合
も
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

原
動
機
付
自
転
車
お
よ
び
小
型
特
殊
自

動
車
以
外
の
手
続
き
場
所

三
輪
お
よ
び
四
輪
以
上
の
軽
自
動
車

軽
自
動
車
検
査
協
会
愛
知
主
管
事
務
所

小
牧
支
所

二
輪
小
型
自
動
車
・
普
通
車

中
部
運
輸
局
愛
知
運
輸
支
局　

小
牧
自

動
車
検
査
登
録
事
務
所

軽
二
輪
自
動
車
（
１
２
６
cc
か
ら
２
５
０
cc
）

　

愛
知
県
軽
自
動
車
協
会
小
牧
分
室

　

令
和
２
年
１
月
２
日
以
降
に�

完
成
（
新

築
・
増
築
）
し
た
家
屋
（
居
宅
・
車
庫
・

物
置
等
）
に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年
度
か

ら
固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
と
な
る
た
め
、

家
屋
調
査
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
事
前

に
調
査
日
時
を
調
整
し
、
当
日
は
職
員
が

訪
問
し
ま
す
。

　

調
査
は
、
家
の
中
に
入
ら
せ
て
い
た
だ

き
、
税
金
の
説
明
と
建
築
確
認
や
建
築
図

面
な
ど
を
も
と
に
各
部
屋
の
資
材
を
確
認

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

税
務
課

　

蘂
95
―

１
１
１
３

　

令
和
3
年
度
か
ら
、
固
定
資
産
税
の
前

納
報
奨
金
制
度
を
廃
止
し
ま
す
。
制
度
廃

止
へ
の
ご
理
解
と
、
引
き
続
き
納
期
内
納

付
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

���

現
在
、
口
座
振
替
で
全
期
前
納
さ
れ
て

い
る
方
で
、
期
別
ご
と
の
口
座
振
替
に
変

更
を
ご
希
望
の
方
は
、
当
初
納
税
通
知
書

税
に
関
す
る
手
続
き
の
お
知
ら
せ

家
屋
調
査
に
ご
協
力
を

固
定
資
産
税
の
前
納
報
奨
金
制
度
の
廃
止

に
同
封
し
た
前
納
停
止
依
頼
書(

ピ
ン
ク

色
の
用
紙)

を
2
月
末
日
ま
で
に
税
務
課

ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

税
務
課

　

蘂
95
―

１
１
１
４

緑
化
事
業
に
対
し
て
補
助
し
て
い
ま
す

　

町
で
は
、「
あ
い
ち
森
と
緑
づ
く
り
都

市
緑
化
推
進
事
業
」（
財
源
…
県
の「
あ
い

ち
森
と
緑
づ
く
り
税
」）
に
基
づ
く
間
接

補
助
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

町
内
で
、
町
民
や
事
業
者
が
行
う
屋
上

緑
化
、
壁
面
緑
化
、
空
地
緑
化
、
駐
車
場

緑
化
、
生
垣
設
置
の
う
ち
、
一
定
の
要
件

を
満
た
す
緑
化
事
業
に
つ
い
て
、
事
業
費

用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

対
象
緑
化
事
業

▽�

屋
上
緑
化
、
壁
面
緑
化
、
空
地
緑
化
、

駐
車
場
緑
化　

緑
化
対
象
面
積
の
合
計

が
50
㎡
以
上

▽�

生
垣
設
置　

延
長
が
15
ｍ
以
上

※�

そ
の
他
に
も
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必

ず
工
事
着
手
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い（
工

事
着
手
後
の　

補
助
は
で
き
ま
せ
ん
）。

補
助
金
額

▽�

補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内
の
額

た
だ
し
、
限
度
額
５
０
０
万
円
お
よ
び

基
準
額

屋
上
緑
化
・
壁
面
緑
化　

３
万
円
／
㎡

空
地
緑
化　

１
万
５
０
０
０
円
／
㎡

駐
車
場
緑
化　

２
万
円
／
㎡

生
垣
設
置　

５
０
０
０
円
／
ｍ�

以
内
の

金
額

問
合
せ
先

　

維
持
管
理
課　

蘂
95
―

１
６
１
５

年
に
一
度
の
健
康
診
査
、

　
　
　
　

も
う
お
済
み
で
す
か
？

〜
未
来
の
健
康
は
１
時
間
の
健
診
か
ら
〜

問合せ先　　まちづくり推進課　　蘂 95-1614

問
合
せ
先　

戸
籍
保
険
課　

蘂
95
ー

１
１
１
６

大
口
町
健
康
診
査
の
実
施
期
間
は
10
月
31
日
貍
ま
で
で
す
。

ま
だ
健
診
が
お
済
み
で
な
い
方
は
お
早
め
に
ご
受
診
く
だ
さ
い
。
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　愛知県では、毎年10月を「浄化槽強化月間」と定めています。
浄化槽を管理する方は、法令により保守点検・清掃を実施し、法定検査を受
けなければなりません。浄化槽を適正に管理し、長く大切に使用しましょう。

可燃ごみ袋は、なるべく交差点を避け、収集経路の進行方向にご近所で
固めて出すようにしてください。（交通量の多い交差点は、収集車が他の
車両の通行の妨げをしてしまうため）
現在１世帯で可燃ごみを出されている場合、収集時間の効率化のため、
ご近所で固めて出すようご協力をお願いします。
ごみ袋は、必ず大口町指定のごみ袋を使用してください。また、空き缶
やビン、金属類、乾電池などの危険物は、絶対に入れないで下さい。こ
れらが含まれている可燃ごみ袋は収集できません。
野良ねこなどに荒らされる被害があるため、必ず決められた曜日の朝に
出してください。

週刊誌、書籍
ノート、カタログ
取扱説明書

どの区分にも
入らないもの

横から見て
中に波状の紙が
入っているもの

牛乳パック、
ジュースパック

新聞類

古紙として出せない紙類の主なもの

雑誌類 ざつがみ類 ダンボール類 牛乳パック類

切り開いて乾燥させる。
プラスチックが付いてい
るものは外す。アルミ付
は可燃ごみに出す

金具や粘着テープは取
り除く。大きなダンボー
ルは切って折り畳む

金具や粘着テープは取
り除く。大きなダンボー
ルは切って折り畳む

切り開いて乾燥させる。
プラスチックが付いてい
るものは外す。アルミ付
は可燃ごみに出す

シール、プラスチック
フィルム、金属やプラス
チック部分は取り除く

シール、プラスチック
フィルム、金属やプラス
チック部分は取り除く

Tissu
es

Tis
sue
s

取る

取る

取る

新聞紙、折込広告

再利用

再利用

再利用

再利用 再利用

● 粘着物のついた封筒
● 防水加工された紙（紙コップ、紙皿、
　紙製カップ麺容器、紙製ヨーグルト容器、油紙、ロウ紙など）
● 裏カーボン紙、ノーカーボン紙  （宅配便の複写伝票など）
● 圧着はがき（親展はがき）
● 感熱紙（ファックス用紙、レシートなど）
● 印画紙の写真、インクジェット写真プリント用紙、感光紙（青焼きコピー紙）
● プラスチックフィルムやアルミ箔などを貼り合わせた複合素材の紙
● 金・銀などの金属が箔押しされた紙
● なっせん紙（昇華転写紙、絵柄などを布地に加熱してプリントする紙）
● 感熱性発泡紙 （点字関係で使用。熱を加えたところが盛り上がる紙）
● 合成紙（プラスチックで作られている紙）
● 臭いのついた紙（石鹸の個別包装紙、紙製の洗剤容器、線香の紙箱など）
● 水に濡れた紙、油のついた紙（使い終わったティッシュペーパーやタオルペーパー、食品などで汚れた紙）

荷造りひもは必ず外し
てから出す
荷造りひもは必ず外し
てから出す

プラスチックフィルム
が貼られた部分は、そ
の部分を取り除いてか
ら出す

プラスチックフィルム
が貼られた部分は、そ
の部分を取り除いてか
ら出す

問合せ先　環境対策室　蘂 95‒1613

）

調査の結果、紙類が半分程度
を占めています。
まだまだ、資源化可能な紙類
が多く含まれていますので、
今後も環境保全と天然資源の
消費抑制の観点から、更なる
分別への取組みにご理解とご
協力をいただきますようお願
いします。

町では、定期的に可燃ごみの
中身を調査しています。

可燃ごみ収集袋

大口町

　中身が残っていたり、汚れが付着していないように水ですすいで出
してください。汚れが落ちない場合は、「その他プラスチック」に出
してください。また、レジ袋等に入れてまとめた場合は、中身の確認
のため、捨てる際に必ず袋から出してください。

容器包装ではないもの（例）

危険物（禁忌品）

汚れが落ちないものは、

　間違いやすいものとして、CDやDVDのケース、クリーニングのビニール袋、
フリーザーバッグ、メール便のビニール製封筒、テープ、ひも、本のカバー、
バケツ、洗面器、コンビニスプーンは、容器包装プラスチックに該当しません。
その他プラスチックに入れてください。

　処理の際、手分別をおこないますので、カミソリや乾電池、
ライターなど危険物（禁忌品）は絶対入れないでください。

　公益財団法人日本容器包装リサイクル協会では、定期的に容器包装プラスチックの品質調査をおこなっており、
毎年２％未満の異物の混入があります。品質を維持するため、皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いします。

その他プラスチック

日本の食品ロス

可燃ごみの出し方

環境への負荷を低減するには

年間約
632万 t
年間約
632万 t

世界全体の
食料援助量の
約2倍に相当

世界全体の
食料援助量の
約2倍に相当

国民１人当り
年間 23.7㎏
国民１人当り
年間 23.7㎏

年間約
302万 t
年間約
302万 t

家庭から排出される量家庭から排出される量

10
月
は

「
浄
化
槽
強
化
月
間
」で
す　大口町の家庭から出る可燃ごみの焼却場 (江南丹羽環

境管理組合美化センター)で、定期的に実施している可
燃ごみの分析調査によると、生ごみ類の約80％は水分で
あることから、水切りを十分おこなうことも効果的です。
　紙、布類は分別して地区の資源ごみ回収日、または、
資源リサイクルセンターに出すことで、ごみの減量が図
れ、古紙やウエス（雑巾等）に再利用されます。また、
家庭から出た剪定枝や草等は、有機資源保管所に出すこ
とによりごみの減量が図れ、保管所に搬入された資源は
チップ化し、土壌改良材やマルチング（根覆い材）とし
て再利用されます。

環境美化センターに搬入される可燃ごみの内訳は、紙、
布類が約半分を占めています。これらを分別して地区
の資源ごみ回収日、または、資源リサイクルセンター
に出すことで、ごみの減量
が図れ、古紙やウエス（雑巾
等）に再利用されます。

家庭から出た剪定枝や草等は、有機資源保管所に出す
ことによりごみの減量が図れ、保管所に搬入された資
源はチップ化し、土壌改良
材やマルチング（根覆い材）
として再利用されます。

●

● 80%の

管所に出す
された資

管所
された30%は30%は 水分が水分が

家庭で
燃やすごみの
家庭で
燃やすごみの

にはには

含まれています。含まれています。

水分がなくなったら
生ごみ生ごみ生ごみ

生ごみ生ごみ生ごみ

生ごみ生ごみ生ごみ

の
水分がなくなったら

　ごみの発生を抑制し、排出されたごみは可燃ご
みに出すのではなく、分別して資源化する取り組
みを継続することで、最終処分場の延命化に繋が
り、環境への負荷が低減されます。一人ひとりが
できることは小さなことでも、みんなで取り組め
ば大きな力になります。さあ、できることから始
めましょう！今後も資源の有効活用、可燃ごみの
減量にご理解とご協力をお願いします。

可燃ごみ収集袋

大口町

半分を占めています。半分を占めています。

可燃ごみの内訳は
紙、布類が

80%の水分が
には

含まれています。

生ごみ

80%の水分が
には

含まれています。

生ごみ

有機資源保管所

●

●

●

●

ごみは、必ず分別をしましょう。容器包装プラスチック、缶、びん、ペットボトルや新聞、
雑誌、ざつがみなどは資源ごみとして決められた種類ごとに分別をすれば再利用をす
ることが可能になり、可燃ごみの減量にも繋がります。
買い物に出かけるときはマイバックを持ち、本当に必要なものかよく考え、上手な買
い物をしましょう。シャンプーや洗剤などは、詰め替え商品を利用し、無駄な容器を
減らしましょう。
料理は、食べ残しが出ないようにしましょう。台所から出る生ごみは、水分を多く含
んでおり、特に夏場において、悪臭の発生原因ともなりますのでしっかりと水を切っ
てから捨てるよう心掛けましょう。

可燃ごみの減量

●

●

●

カラスのエサとなる残飯を減らしましょう。
外から生ごみが見えないよう、資源に再利用できないざつがみなどで包んでごみ袋に入れましょう。
可燃ごみ袋は、必ずカラス除けネットに入れ、周りに重りを置くか、ネットで包み込むようにし、カラスがご
み袋を引きずり出せないように入れましょう。集積場所にスペースなどがある場合、かごなどを使用しましょう。

カラス対策

●

●

●

県知事の登録を受けた保守点検業者に依頼しましょう

保守点検

　浄化槽の異常を早期発見するためにも必要です。

町の許可を受けた清掃業者に依頼しましょう

清掃（汚泥の抜き取り）

浄化槽は、使っているうちに汚泥がたまるため、年 1 回以上の清掃をし
なければなりません。汚泥がたまってしまうと適切に処理されない水が
排水路に直接流れるようになり、周辺で悪臭が発生するほか水質汚染の
原因となってしまいます。

年に 1回受けましょう

合併処理浄化槽設置補助金

法定検査

法定検査（水質検査）は愛知県指定検査機関「（一社）愛知県浄化槽協会」
蘂 052-481-7160 に依頼してください。
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　大口町では、将来にわたって下水道への接続が予定されていない地域な
どにおいて既設の単独処理浄化槽または汲み取り便所を廃止し、合併処理
浄化槽を設置しようとする方に対して、予算の範囲内で補助金を交付して
います。対象地域など詳しくは、環境対策室までお問い合わせください。

合併処理浄化槽とは
合併処理浄化槽は、トイレの排水のほかに台所や
お風呂等から出る生活雑排水も一緒に処理するこ
とができるため、水質の悪化を防ぎます。

人槽
5
6
7
8
9
10

限度額
35 万 4,000 円

41万 1,000 円

51万 9,000 円
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チ
ラ
シ
薄
く
な
る日

比
野
文
子

経
験
も
若
さ
に
負
け
た
棋
聖
戦

天
野　

信
和

送
り
火
の
な
ご
り
の
朝
の
す
み
の
跡木

村
千
代
子

短
冊
に
書
く
願
い
事
竹
落
葉

保
浦
佐
代
子

雷
雲
の
頭
上
に
あ
り
て
足
速
む

渡
辺
す
み
子

直
立
の
子
の
回
さ
る
る
天
花
粉

安
藤　

亮
子

ば
て
気
味
の
顔
を
拭
ふ
や
今
朝
の
秋土

川
喜
一
郎
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住
所
の
表
示
が
変
わ
っ
て

　

大
口
町
で
は
町
名
地
番
変
更
が
進
み
、

丁
目
・
番
地
で
表
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
大
字
・
小
字
で

の
住
所
表
示
が
使
わ
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

こ
の
大
字
・
小
字
に
つ
い
て
の
歴
史
を
見

て
み
る
こ
と
に
し
ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
は
、
小
集
落
ご
と
に
村
名

が
あ
り
、
土
地
に
対
し
て
字
名
が
あ
り
ま

し
た
。

　

明
治
時
代
に
入
り
、
明
治
11
年
の
郡
区

町
村
編
成
法
施
行
時
に
は
、
小
口
村
、
豊

田
村
、
秋
田
村
、
大
屋
敷
村
、
河
北
村
、

外
坪
村
、
余
野
村
が
あ
り
、
豊
田
村
、
秋

田
村
以
外
は
江
戸
時
代
か
ら
あ
っ
た
村
名

で
し
た
。

　

明
治
22
年
に
富
成
村
・
小
口
村
・
太
田

村
の
三
村
に
統
合
さ
れ
た
際
に
、
こ
の
七

つ
の
村
が
、
村
名
か
ら
大
字
と
な
り
、
長

き
に
わ
た
り
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

一
方
、
小
字
は
、
江
戸
時
代
か
ら
地
名

と
し
て
細
か
く
つ
け
ら
れ
て
い
た
も
の
を

そ
の
ま
ま
、
あ
る
い
は
統
合
し
て
小
字
と

し
て
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
江
戸
時
代
の

字
名
が
、
所
に
よ
っ
て
細
か
く
名
付
け
ら

れ
て
い
た
の
は
、
そ
の
土
地
か
ら
年
貢
を

取
る
た
め
で
あ
り
、
戦
国
時
代
か
ら
検
知

を
お
こ
な
う
よ
う
に
な
っ
て
地
名
が
付
け

ら
れ
た
と
か
、
も
っ
と
古
く
古
代
の
律
令

制
度
の
時
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
説
も
あ
り

ま
す
。

　

大
字
・
小
字
と
も
に
、
江
戸
時
代
か
ら

使
わ
れ
て
い
た
名
前
を
そ
の
ま
ま
使
っ
て

い
る
も
の
、
明
治
に
入
っ
て
新
た
に
つ
け

ら
れ
た
も
の
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　

な
お
、江
戸
時
代
後
期
に
書
か
れ
た
「
尾

張
徇
行
記
」
に
は
、
小
口
村
の
記
述
の
中

に
「
こ
の
村
落
は
上
小
口
、
中
小
口
、
下

小
口
に
分
か
れ
る
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

江
戸
時
代
に
は
す
で
に
、
小
口
村
の
中
に

「
上
小
口
、
中
小
口
、
下
小
口
」
と
い
う
意

識
が
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

問�

合
せ
先　

　

町
史
編
さ
ん
室　

蘂
95
ー

３
４
６
４　

町
史
編
さ
ん
室
だ
よ
り

明
治
11
年
12
月
町
村
分
合
の
時

大
屋
敷
村

河
北
村　

外
坪
村

余
野
村

豊
田
村

小
口
村

秋
田
村

御
供
所
・
三
右
エ
門
新
田
・
又

助
新
田
・
九
郎
右
エ
門
新
田
・

小
折
出
新
田
・
小
折
田
郷
新
田

大
屋
敷

河
北

外
坪

余
野

小
口
・
清
右
エ
門
新
田

長
桜
・
長
桜
替
地
新
田
・
宗
雲

新
田
・
八
左
エ
門
新
田
・
伝
右

エ
門
新
田

水曜から日曜　午前 10時から午後６時

VOL.

1

NPO法人ウィル大口スポーツクラブ事務局 大口町温水プール2階   午前10時から午後6時（月曜・火曜休業日）蘂95-1313

水曜から日曜　午前 10時から午後６時

VOL.ウィル大口NEWS 10

VOL.

1

教室一覧　　　　　　　　多種目スポーツ／水泳／サッカー／幼児体操／園児体操／小学生体育／チアダンス／硬式テニス／ソフトテニス／
バレーボール／フィールドホッケー／ミニバスケ／生き生き土曜学級／のびのび健康体操／健康麻雀／うたごえ喫茶／プログラミング

こちらよりホームページをご覧いただけます↑

　お手持ちのスマートフォンで『バーコード（ＱＲコード）リー
ダー』を表示し、読み取るバーコード（ＱＲコード）を画面
中央に表示します。自動的にバーコードが読み取られ、読み
取り結果が表示され、読み取られた結果をクリックすると、
ページが表示されます。クラブの活動内容や最新のお知らせ、
お役立ち情報を随時発信しております。ぜひ、ご覧になって
ください。（アプリをインストールしていただく必要がござい
ます。）

当クラブのサッカー教室（尾張 FC）が過去最高の成績！　　　　　
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▲インスタグラム
willoguchisportsclub

▲LINE公式アカウント
@willoguchi

▲Facebook
　アカウント

　『パロマカップ第35回日本クラブユースサッカー選手権（U-15）愛知県大会』で、
初のベスト４（８月現在）に進出しています。コロナ禍でいつも通りの練習もままな
らない中、選手たちがチームワークを発揮し勝ち上がってきました。ベスト４入り
で初の東海大会の出場権を獲得しましたが、まずは愛知県大会優勝を目指します！
　ご声援をお願いいたします☆

夏期特別水泳教室開催

　「フィールドホッケー」をご存じですか？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　まだまだマイナーなスポーツですが、一度やってみたら、きっと「楽しさ」を実感！
県内でフィールドホッケーが出来るのは、当クラブを含め２カ所のみ。みんながやらな
いなら、「僕・私が挑戦！」一緒にフィールドホッケーを広めよう。　　　　　　　　　
　　　

　毎年恒例の『夏期特別水泳教室』を開催しました。今年は、新型コロナウイルス
の影響で夏休みが短縮されたため時期をずらして開催。感染拡大防止対策を取りな
がら、子どもたちの指導をおこないました。小学校の水泳の授業がなくなった事も
あり、参加した子どもたちは例年以上に真剣に取り組みました。最終日のテストで
練習の成果を発揮し、一喜一憂している姿が見られました。

お待たせ
しました！

８月17日豺から19日貉
春休みに春期特別水泳教室

開催予定
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バス車内・喫茶ほほえみ・憩いの四季・御桜乃里
一期一会荘・さくら総合病院・大口町役場会計室　

回数券・一日乗車券販売場所回数券・一日乗車券販売場所

コミュニティバスサポート隊は一緒に活動してくださるメンバーを随時募集しています。
今後もいろいろ企画していきますので、興味のある方は、ぜひご連絡ください。

全路線1乗車

100円
小学生以下無料

コミバス車両内に

で広告を掲載します！無料

85
シリーズ

今回の時刻表は、
ぼくと同じ「緑
色」なんだって
♪今年もたくさ
んの人に利用し
てほしいな～

広報3月号と一緒に配布され
たので、確認してから出か
けようね。バス車内や役場
の町民安全課でも、もらえ
るそうよ。町のホームペー
ジでも確認できるわよ。

桜
太
朗
く
ん

桜
子
ち
ゃ
ん

桜
太
朗
く
ん

通勤通学に使える便をご紹介します
柏森駅
基幹ルート 6:35 着  6:55 着 7:20 着  8:00 着  8:45 着

江南駅
6:58 着

北部ルート 6:48 着  7:33 着  8:18 着 9:03 着 （産業団地便）
8:05 着 （産業団地便）  8:33 着 （産業団地便）

中部ルート

布袋駅
6:51 着  7:32 着  8:27 着  9:02 着南部ルート

道路状況により到着時間が遅れる場合もありますので時間に余裕を
持ってご利用ください。
路線によって停車するバス停が異なります。詳しくは時刻表をご確
認ください。

※

※

バス車内・喫茶ほほえみ・憩いの四季・御桜乃里・一期一会荘・さくら総合病院・大口町役場会計室　
回数券・1日乗車券11枚綴り販売場所回数券・1日乗車券11枚綴り販売場所

　　　　NPO法人まちねっと大口　月曜日から土曜日（祝日除く）　午前9時から午後5時　（正午から午後1時を除く）　蘂22-6642　問合せ先

　　　　
町民安全課　蘂95-1966
NPO法人まちねっと大口　（バスサポート隊事務局）　蘂22-6642　

問合せ先

今
年
は
、
一
台
バ
ス
が
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
す
る
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
人

に
乗
っ
て
ほ
し
い
な
！

何
か
良
い
ア
イ
デ
ア
が
あ
っ
た
ら

教
え
て
ほ
し
い
ね
〜
。

バス車内・喫茶ほほえみ・憩いの四季・御桜乃里
一期一会荘・さくら総合病院・大口町役場会計室　

回数券・一日乗車券販売場所回数券・一日乗車券販売場所
全路線1乗車

100円
小学生以下無料

　　　　NPO法人まちねっと大口　月曜日から土曜日（祝日除
く）　午前9時から午後5時　（正午から午後1時を除く）　
蘂22-6642　メールmachinet@owari.ne.jp

問合せ先

コミュニティバスサポート隊では随時メンバーを募集しています。気軽にお問い合わせください！

50
シリーズ

今年も10/31（土）ふれあいまつりに出展します！

も
う
す
ぐ
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
だ
ね
。

今
年
も
バ
ス
サ
ポ
隊
が
ブ
ー
ス
を

出
展
す
る
ん
だ
っ
て
。

100円
小学生以下無料

一日乗車券200円
車内にて販売

全
路
線

1
乗
車

「新型コロナを乗りきろう！」走って応援企画

　11月２日貍のふれあいまつりでは、ブース
イベントに298名もの方々にご参加いただき、
終始大盛況でした。
また、11月３日豸の「コミュニティバス無料Ｄ
ＡＹ」には、２７８名の方にご乗車いただき、
91名の方がアンケートにご協力くださいまし
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～

　広報おおぐち８月号で新型コロナウイルス感染症で売
上減少等の影響を受けている企業等を応援するため、バ
ス車内に広告を無料で掲載すると募集をしたところ３件
の応募がありました。バスサポ隊では、そのうち２件の広
告作成をお手伝いしました。
期間　令和３年３月31日まで実施しています。

大口町地域包括支援センター便り

大口町
地域包括支援センター便り

大口町
地域包括支援センター便り

高齢者と障がい者の総合相談窓口高齢者と障がい者の総合相談窓口

問合せ先　大口町地域包括支援センター　蘂 94-2227（社会福祉法人おおぐち福祉会敷地内・大口中学校東）
月曜日から金曜日　午前８時 30分から午後 5時 15分　土曜日　午前８時 30分から午後 0時 30分　（日・祝および年末年始休み）
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衒
衙
衞
衢
衫
袁
衾
袞

衵
衽
袵
衲
袂
袗
袒
袮
袙
袢
袍
袤
袰
袿
袱
裃

裄
裔
裘
裙
裝
裹
褂
裼
裴
裨
裲
褄
褌
褊
褓
襃

褞
褥
褪
褫
襁

介護が必要になった原因

脳血管疾患
18.5%

その他
10.2%

認知症
15.8%

高齢による
虚弱
13.4%

高齢による
虚弱
13.4%

骨折
転倒
11.8%

関節疾患
10.9%

心疾患 4.5%

視覚・聴覚障害 1.8%
脊髄損傷 2.3%
がん 2.3%
呼吸器疾患 2.4%
糖尿病 2.8%
パーキンソン病 3.4%

Ｍ
Ｃ
Ｉ
に
つ
い
て
知
ろ
う
！　

　

皆
さ
ん
は
Ｍ
Ｃ
Ｉ
と
い
う
言
葉

を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

　

Ｍ
Ｃ
Ｉ
は
「
軽
度
認
知
障
害
」

と
い
っ
て
正
常
と
認
知
症
の
中
間

と
も
い
え
る
状
態
の
こ
と
で
す
。

も
の
忘
れ
が
主
た
る
症
状
で
す
が
、

日
常
生
活
へ
の
影
響
は
ほ
と
ん
ど

な
く
、
認
知
症
と
は
判
断
で
き
な

い
状
態
で
す
。

　

こ
の
Ｍ
Ｃ
Ｉ
を
そ
の
ま
ま
に
し

て
お
く
と
、
認
知
症
を
発
症
す
る

可
能
性
が
高
ま
り
ま
す
。
も
の
忘

れ
な
ど
が
気
に
な
り
始
め
た
ら
早

め
に
認
知
機
能
の
低
下
を
予
防
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

認
知
機
能
の
低
下
を
予
防
す
る

に
は
規
則
正
し
い
生
活
を
送
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
バ
ラ
ン

ス
の
良
い
食
事
と
無
理
の
な
い
程

度
の
運
動
を
続
け
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

　

そ
し
て
、
も
う
一
つ
大
切
な
こ

と
は
人
と
接
す
る
こ
と
で
す
。
密

に
な
ら
な
い
場
所
で
お
友
だ
ち
や

地
域
の
方
と
交
流
を
持
ち
ま
し
ょ

う
。

　

ご
自
分
や
家
族
の
方
の
も
の
忘

れ
が
気
に
な
る
方
は
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

生
活
機
能
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
し

て
項
目
に
該
当
さ
れ
た
方
は
、
も

の
忘
れ
予
防
と
体
操
が
お
こ
な
え

る
「
脳
力
ア
ッ
プ
教
室
」
な
ど
も

ご
案
内
で
き
ま
す
。

脳
力
ア
ッ
プ
教
室

日�

時　

月
８
回
（
火
曜
日
・
金
曜
日
）

　

午
後
１
時
20
分
か
ら
２
時
50
分

場�

所　

大
口
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
あ
か
り　

送
迎
あ
り

内�

容
　

▽�

脳
を
活
性
化
す
る
た
め
に
考
え
な

が
ら
お
こ
な
う
踏
み
台
昇
降
運
動

▽�

み
ん
な
で
楽
し
く
参
加
で
き
る
脳

ト
レ
ゲ
ー
ム　

▽�

も
の
忘
れ
を
予
防
す
る
た
め
に
頭

と
身
体
を
使
っ
た
脳
ト
レ
体
操　

▽
お
口
の
体
操

▽
３
か
月
に
１
度
の
脳
力
測
定

問�

合
せ
先　

大
口
町
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー　

蘂
94
ー

２
２
２
７



対
象
者

①
65
歳
以
上
の
方

②�

60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、
心
臓
・

腎
臓
ま
た
は
呼
吸
器
機
能
に
一
定
の
障

が
い
の
あ
る
方
。
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
ィ

ル
ス
に
よ
り
日
常
生
活
が
ほ
と
ん
ど
不

可
能
な
程
度
の
障
が
い
の
あ
る
方
（
身

体
障
害
者
手
帳
１
級
相
当
の
方
）。

※�

対
象
者
に
は
９
月
下
旬
に
個
別
通
知
し

ま
す
。

接�

種
期
間

　
10
月
１
日
貅
か
ら
令
和
３
年
１
月
31
日
豸

※�

た
だ
し
接
種
開
始
日
お
よ
び
終
了
日
は

ワ
ク
チ
ン
の
在
庫
状
況
等
に
よ
り
医
療

機
関
で
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

接�

種
費
用
　
自
己
負
担
額　

１
２
０
０
円

　
（
町
負
担
分
３
４
５
３
円
）

※�

65
歳
前
に
接
種
し
た
場
合
は
、
全
額
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

※�

町
民
税
非
課
税
世
帯
と
生
活
保
護
世
帯

の
方
は
、
事
前
に
申
請
す
る
と
自
己
負

担
金
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
接
種
す
る
前

に
健
康
生
き
が
い
課
で
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。（
持
ち
物
：
保
険
証
等
本
人
確
認

が
で
き
る
書
類
、
ス
タ
ン
プ
式
以
外
の

印
か
ん
、
郵
送
さ
れ
た
予
診
票
）
郵
送

に
よ
る
申
請
も
受
付
し
ま
す
。
詳
し
く

は
健
康
生
き
が
い
課
へ
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。
申
請
を
さ
れ
な
い
方
は
、
直
接

医
療
機
関
に
１
２
０
０
円
を
お
支
払
い

の
上
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

開
始
日　

10
月
１
日
貅
よ
り

対�
象
者　

令
和
２
年
８
月
１
日
生
ま
れ
以

降
の
お
子
さ
ん

ワ�

ク
チ
ン
の
種
類
お
よ
び
回
数

ロ
タ
リ
ッ
ク
ス
２
回
ま
た
は
ロ
タ
テ
ッ

ク
３
回
を
経
口
接
種
し
ま
す
。

接
種
費
用　

無
料

※�

対
象
と
な
る
お
子
さ
ん
に
は
、
出
生
時

に
お
渡
し
し
た
予
診
票
の
綴
り
に
ご
案

内
を
同
封
し
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

16 令和2年10月

申込みおよび問合せ　蘂94̶0051

今
月
の
健
康
俳
句　

今
月
の
健
康
川
柳　

梅
雨
明
け
や 

腰
折
り
結
ぶ 

靴
の
ひ
も

居
眠
り
の 

テ
レ
ビ
へ
妻
の 

声
が
飛
ぶ

土
川　

喜
一
郎

吉
田　

雄
亮

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
大
口
俳
句
会
・
大
口
川
柳
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、「
こ
こ
ろ
」
の
健
康
づ
く
り
の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

注
射
生
ワ
ク
チ
ン

Ｂ
Ｃ
Ｇ
・
Ｍ
Ｒ（
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
）・

麻
し
ん
・
風
し
ん
・
水
痘
・

お
た
ふ
く
か
ぜ

経
口
生
ワ
ク
チ
ン

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

不
活
化
ワ
ク
チ
ン

Ｄ
Ｐ
Ｔ
ー
Ｉ
Ｐ
Ｖ（
四
種
混
合
）・

Ｄ
Ｐ
Ｔ（
三
種
混
合
）

Ｄ
Ｔ（
二
種
混
合
）・
ポ
リ
オ
・
ヒ
ブ

小
児
用
肺
炎
球
菌
・
日
本
脳
炎
・

Ｂ
型
肝
炎
・

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
（
子
宮
頸
が
ん
予
防
）

高
齢
者
用
肺
炎
球
菌
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

注
射
生
ワ
ク
チ
ン

経
口
生
ワ
ク
チ
ン

不
活
化
ワ
ク
チ
ン

注
射
生
ワ
ク
チ
ン

経
口
生
ワ
ク
チ
ン

不
活
化
ワ
ク
チ
ン

注
射
生
ワ
ク
チ
ン

経
口
生
ワ
ク
チ
ン

不
活
化
ワ
ク
チ
ン

制
限
な
し

制
限
な
し

制
限
な
し

27
日
以
上
お
く

予
防
接
種
の
接
種
間
隔
の
変
更
に
つ
い
て

予
防
接
種
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
10
月
１
日
か
ら
異
な
る
予
防
接
種
の
接

種
間
隔
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

接
種
間
隔

　

異
な
る
予
防
接
種
の
接
種
間
隔

※�
た
だ
し
、
同
一
種
類
の
ワ
ク
チ
ン
を
複
数
回
接
種
す
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

接
種
の
間
隔
に
つ
い
て
定
め
が
あ
る
た
め
、
定
め
に
従
っ
て
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
予
防
接
種
の

　
　
　
　
定
期
予
防
接
種
開
始
に
つ
い
て



17令和2年10月

94̶005194̶0051
（健康生きがい課）

　がんは日本における死因の第 1位となっており、死亡数は年々増え続けています。

たばこは吸わない

生活習慣を見直すことで、生活習慣を見直すことで、生活習慣を見直すことで、

第 1位となっており、死亡数は年々増え続けています。

がんを予防しましょう！がんを予防しましょう！

1 他人のたばこの煙を
　　　　できるだけ
　　　　　避ける

2 お酒はほどほどに３ バランスのとれた
食生活を

４

塩辛い食品は控えめに５ 野菜は果物は豊富に６

男性

65.5％
女性

50.2％

生涯のうちにがんに
かかるリスク　　　
　　　　（2017 年）

がんを防ぐための新 12ヶ条 あなたのライフスタイルをチェック！そして今日からチェンジ！

約２人に
１人

がんを予防しましょう！

す ととすす ととことことすす とすす生活生活習慣習慣を見を見直す直すことことでで、

 

適度に運動７ 適正な体重維持８

ウイルスや細菌の
　　　　感染予防
　　　　　 と治療

９ 定期的ながん検診を10 身体の異常に
　　　気が付いたら
　　　すぐに受診を

11 正しいがん情報で、
　　　がんを
　　　知ることから

12

出典：がん研究振興財団「がんを防ぐための新 12か条」

日本酒：１合
ビール：大瓶 1本
焼酎、泡盛：1合の 2/3
ウイスキー•ブランデー：ダブル 1杯
ワイン：ボトル 1/3 程度

男性：8g未満
女性：7g 未満
※高血圧の方は、6g未満に
しましょう

野菜：350g
（小鉢 5皿）
果物： 50g
（小鉢 1皿）

男性：21.0 ～ 26.9
女性：21.0 ～ 24.9 に未満

　　
　　

　　　　
　 　

　　
　　

　　　
　　　

たばこは、吸っている本人
だけでなく、周囲にも健康
被害をもたらします。

たばこは、吸っている本人
だけでなく、周囲にも健康
被害をもたらします。

ＢMＩ

BMI ＝ 体重裴 / 身長裃

譁
譌
譏
譎
證
譖
譛
譚
譫
譟

譬
譯
譴
譽
讀
讌
讎
讒
讓
讖
讙
讚
谺
豁
谿
豈

豌
豎
豐
豕
豢
豬
豸
豺
貂
貉
貅
貊
貍

軈
軋
軛
軣
軼
軻
軫
軾
輊
輅
輕
輒

蘂
薑
薊
薨
蕭
薔
薐
藉
薺
藏
薹
藐
藕
藝
藥
藜
蠅
螢
螟
螂
螯

蟋
螽
蟀
蟐
雖
螫

蠢
蠡
蠱
蠶
蠹
蠧
蠻
衄
衂
衒
衙
衞
衢
衫
袁
衾
袞

衵
衽
袵
衲
袂
袗
袒
袮
袙
袢
袍
袤
袰
袿
袱
裃

裄
裔
裘
裙
裝
裹
褂
裼
裴
裨
裲
褄
褌
褊
褓
襃

褞
褥
褪
褫
襁

譁
譌
譏
譎
證
譖
譛
譚
譫
譟

譬
譯
譴
譽
讀
讌
讎
讒
讓
讖
讙
讚
谺
豁
谿
豈

豌
豎
豐
豕
豢
豬
豸
豺
貂
貉
貅
貊
貍

軈
軋
軛
軣
軼
軻
軫
軾
輊
輅
輕
輒

蘂
薑
薊
薨
蕭
薔
薐
藉
薺
藏
薹
藐
藕
藝
藥
藜
蠅
螢
螟
螂
螯

蟋
螽
蟀
蟐
雖
螫

蠢
蠡
蠱
蠶
蠹
蠧
蠻
衄
衂
衒
衙
衞
衢
衫
袁
衾
袞

衵
衽
袵
衲
袂
袗
袒
袮
袙
袢
袍
袤
袰
袿
袱
裃

裄
裔
裘
裙
裝
裹
褂
裼
裴
裨
裲
褄
褌
褊
褓
襃

褞
褥
褪
褫
襁

1 日あたりの
お酒の目安

1日あたりの
食塩の目安

1日あたりの
摂取目安

（中高年）

譁
譌
譏
譎
證
譖
譛
譚
譫
譟

譬
譯
譴
譽
讀
讌
讎
讒
讓
讖
讙
讚
谺
豁
谿
豈

豌
豎
豐
豕
豢
豬
豸
豺
貂
貉
貅
貊
貍

軈
軋
軛
軣
軼
軻
軫
軾
輊
輅
輕
輒

蘂
薑
薊
薨
蕭
薔
薐
藉
薺
藏
薹
藐
藕
藝
藥
藜
蠅
螢
螟
螂
螯

蟋
螽
蟀
蟐
雖
螫

蠢
蠡
蠱
蠶
蠹
蠧
蠻
衄
衂
衒
衙
衞
衢
衫
袁
衾
袞

衵
衽
袵
衲
袂
袗
袒
袮
袙
袢
袍
袤
袰
袿
袱
裃

裄
裔
裘
裙
裝
裹
褂
裼
裴
裨
裲
褄
褌
褊
褓
襃

褞
褥
褪
褫
襁

譁
譌
譏
譎
證
譖
譛
譚
譫
譟

譬
譯
譴
譽
讀
讌
讎
讒
讓
讖
讙
讚
谺
豁
谿
豈

豌
豎
豐
豕
豢
豬
豸
豺
貂
貉
貅
貊
貍

軈
軋
軛
軣
軼
軻
軫
軾
輊
輅
輕
輒

蘂
薑
薊
薨
蕭
薔
薐
藉
薺
藏
薹
藐
藕
藝
藥
藜
蠅
螢
螟
螂
螯

蟋
螽
蟀
蟐
雖
螫

蠢
蠡
蠱
蠶
蠹
蠧
蠻
衄
衂
衒
衙
衞
衢
衫
袁
衾
袞

衵
衽
袵
衲
袂
袗
袒
袮
袙
袢
袍
袤
袰
袿
袱
裃

裄
裔
裘
裙
裝
裹
褂
裼
裴
裨
裲
褄
褌
褊
褓
襃

褞
褥
褪
褫
襁

実施期間は令和 3年 1月 31 日まで

検診の種類

●

●

●

費用

結核・肺がん検診

胃がん検診（Ｘ線）

大腸がん検診

乳がん検診
　（マンモグラフィ）

乳がん検診 （超音波）

子宮頸がん検診

江
南
厚
生
病
院

総
合
犬
山
中
央
病
院

伊
藤
整
形
・
内
科
健
診
セ
ン
タ
ー

山
田
外
科
内
科

や
ま
だ
ク
リ
ニ
ッ
ク

み
ど
り
ク
リ
ニ
ッ
ク

す
ず
い
ク
リ
ニ
ッ
ク

さ
の
ク
リ
ニ
ッ
ク

さ
く
ら
総
合
病
院

今
井
医
院

蘂
51-

３
３
３
０

蘂
０
５
６
８-

62-

８
２
４
６

蘂
92-

３
３
８
２

蘂
96-

６
０
０
０

蘂
94-

１
３
３
３

蘂
95-

０
８
８
１

蘂
96-

１
１
１
４

蘂
94-

０
２
２
２

蘂
95-

６
７
１
１

蘂
95-

２
５
３
４

500 円

2000 円

500 円

1000 円

1500 円

1500 円

20 歳以上の方

20歳以上の方

20歳以上の方

和暦偶数年生まれあるいは
無料クーポン券対象者で
20歳以上の女性
和暦偶数年生まれあるいは
無料クーポン券対象者で
35歳以上の女性

20歳以上の女性

 10 月の集団がん検診
　前立腺がん検診　10/6貂 午前　（50歳以上の男性）　
　子宮頸がん検診　10/19豺 午前・午後　（和暦偶数年生まれあるいは無料クーポン券対象者で 20歳以上の女性）　
　

 現在、下記の医療機関でがん検診を受けられます
各検診は 1年度に 1回のみ受けることができます。

対象
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●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
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18 令和 2 年 10 月

日�
時　

10
月
20
日
貂

　

午
前
９
時
30
分
か
ら
11
時

※�

毎
月
第
３
火
曜
日
の
同
時
間
に
開
催
。　

場�

所　

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
会
議
室

対�

象　

45
歳
以
上
の
健
康
で
働
く
意
欲

の
あ
る
方

問�

合
せ
先　

公
益
社
団
法
人
大
口
町
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー　

　
蘂
95
―

８
１
０
１

日�

時　

10
月
22
日
貅

　

午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時
30
分
ま
で

※
先
着
順

場
所　

役
場
１
階
相
談
室

内
容　

農
地
法
・
建
設
許
可
・
相
続
等

問�

合
せ
先　

愛
知
県
行
政
書
士
会
尾
北

支
部　

蘂
94
ー

０
７
２
７

　

10
月
19
日
豺
か
ら
25
日
豸
は
行
政
相

談
週
間
で
す
。
国
や
特
殊
法
人
の
仕
事

に
関
す
る
苦
情
や
ご
意
見
・
ご
要
望
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大

臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
皆
さ
ん
の
身
近

な
相
談
相
手
で
す
。

人
権
・
行
政
相
談

日�

時　

10
月
21
日
貉

　

午
後
１
時
30
分
か
ら
４
時
ま
で

場
所　

人
権
相
談　

役
場
１
階  

会
議
室

　

行
政
相
談　

役
場
２
階  

相
談
室

問�

合
せ
先　

町
民
安
全
課

　

蘂
95
ー

１
９
６
６

一
日
合
同
行
政
相
談
所
の
開
設

　
「
行
政
・
法
律
な
ん
で
も
相
談
所
」
を

開
設
し
、
年
金
・
登
記
等
の
行
政
相
談

を
は
じ
め
、税
金
に
関
す
る
相
談
、相
続
・

離
婚
等
の
法
律
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

日 
時　

10
月
14
日
貉

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時

場 

所　

ナ
デ
ィ
ア
パ
ー
ク
３
階　

デ
ザ

イ
ン
ホ
ー
ル

問 

合
せ
先　

総
務
省　

中
部
管
区
行
政
評

価
局
　
蘂
０
５
２
―
９
７
２
―
７
４
１
５

　

犬
山
市
が
、
五
条
川
左
岸
流
域
下
水

道
の
都
市
計
画
の
変
更(

五
ヶ
村
調
整

池
、
五
ヶ
村
放
流
幹
線
の
追
加)

を
お

こ
な
う
に
あ
た
り
、
都
市
計
画
法
に
基

づ
く
変
更
案
の
縦
覧
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　

利
害
関
係
人
は
、
縦
覧
期
間
満
了
の

日
ま
で
に
、
こ
の
変
更
案
に
つ
い
て
犬

山
市
長
へ
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

※ 

こ
の
都
市
計
画
の
変
更
に
は
、
事
業

地
の
一
部
に
大
口
町
二
ツ
屋
地
内
の

用
地
が
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
縦
覧
を

お
こ
な
い
ま
す
。

都�

市
計
画
の
種
類
・
名
称　

五
条
川
左

岸
流
域
下
水
道
都
市
計
画
の
変
更
案

縦�

覧
場
所　

犬
山
市
役
所
都
市
整
備
部

下
水
道
課
お
よ
び
大
口
町
役
場
建
設

部
建
設
課

縦�

覧
期
間　

10
月
２
日
貊
か
ら
16
日
貊

（
土
・
日
を
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分

問
合
せ
先

　

犬
山
市
役
所
都
市
整
備
部
下
水
道
課

　

蘂
０
５
６
８
―

44
―

０
３
３
７

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
会
員
入
会
説
明
会

公
益
社
団
法
人
大
口
町
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー・ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

　

95
ー
８
１
０
１　

蘂
行
政
相
談
週
間

中
央
公
民
館
２
階
／
学
校
教
育
課

　

95
ー
４
４
４
６

蘂

『
す
く
す
く
サ
ポ
ー
ト
』援
助
会
員
さ
ん
募
集

役
場
／
政
策
推
進
課

　

95
ー
１
６
１
６

蘂
五
条
川
左
岸
流
域
下
水
道
都
市

計
画
の
変
更
案（
犬
山
市
）の
縦
覧

国
勢
調
査
の
回
答
に
ご
協
力
お
願
い

し
ま
す
！

　

10
月
１
日
現
在
で
、
令
和
２
年
国
勢

調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
９
月
中
に
調

査
員
が
配
布
し
た
調
査
書
類
に
回
答
を

お
願
い
し
ま
す
。
調
査
の
回
答
に
は
、

パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
24
時

間
い
つ
で
も
可
能
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

回
答
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
調
査
書
類

に
同
封
し
て
お
り
ま
す
「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
回
答
利
用
ガ
イ
ド
」
を
ご
確
認

い
た
だ
き
、
ご
不
明
な
点
等
は
、
国
勢

調
査
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
勢
調
査
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

蘂
０
５
７
０
―

07
―

２
０
２
０

９
月
７
日
豺
か
ら
10
月
31
日
貍
ま
で

午
前
８
時
か
ら
午
後
９
時
ま
で

調
査
員
を
装
っ
た
「
か
た
り
調
査
」

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

国
勢
調
査
の
調
査
員
を
装
っ
た
不
審

な
訪
問
者
や
不
審
な
電
話
・
電
子
メ
ー

ル
な
ど
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
国
勢
調

査
で
は
金
銭
を
要
求
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
銀
行
口
座
の
暗
証
番

号
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
番
号
、
個
人

番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
な
ど
を
お
聞

き
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
調
査
員

は
「
国
勢
調
査
の
腕
章
」「
調
査
員
証

（
身
分
証
）」
を
身
に
着
け
て
調
査
活
動

を
し
ま
す
。
不
審
に
思
わ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
、そ
の
場
で
回
答
せ
ず
、

担
当
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問�

合
せ
先

　

行
政
課　

蘂
95
―

１
６
９
９

行
政
書
士
無
料
相
談

役
場
／
政
策
推
進
課

　

95
ー
１
６
１
６

蘂

募　

集

募　

集

そ
の
他

そ
の
他



▽�

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
た
め

１
回
の
定
員
を
15
組
で
開
催
し
ま
す
。

▽�
事
前
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
申
し

込
み
の
際
に
保
護
者
の
お
名
前
、
お

子
さ
ん
の
お
名
前
と
年
齢
、
お
住
ま

い
の
地
区
、
電
話
番
号
が
必
要
で
す
。

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
体
験

（
生
後
2
か
月
か
ら
可
）

日�

時　

10
月
１
日
貅

　

午
前
10
時
か
ら
11
時
30
分

場�

所　

北
児
童
セ
ン
タ
ー

持�

ち
物　

お
子
さ
ん
用
水
分
補
給
用
飲

み
物
、
バ
ス
タ
オ
ル

申
込
み　

9
月
30
日
貉
　
午
後
5
時
ま
で

※�

城
址
公
園
の
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

マ�

マ
が
主
役
の
美
容
講
座

栄
養
学
と
あ
な
た
に
似
合
う
眉
毛

レ
ッ
ス
ン

場�

所　

南
児
童
セ
ン
タ
ー

日�

時　

10
月
15
日
貅

　

午
前
10
時
か
ら
11
時
30
分

持�

ち
物　

手
鏡
、
眉
毛
ペ
ン
シ
ル

申
込
み　

10
月
14
日
貉
　
午
後
5
時
ま
で

※�

南
保
育
園
の
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

申�

込
み
お
よ
び
問
合
せ
先　

子
ど
も
と

文
化
の
森　

蘂
94
ー

１
２
２
３

実�

施
期
間　

11
月
９
日
豺
か
ら
13
日
貊

午
前
９
時
か
ら
午
後
７
時

内�

容　

相
続
登
記
、
境
界
問
題
に
関
す

る
手
続
き
に
つ
い
て
、
法
務
局
職
員
、

司
法
書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
が
電

話
に
よ
る
手
続
案
内
（
完
全
予
約
制
）

を
お
こ
な
い
ま
す
。

予 

約
期
間　

10
月
１
日
貅
か
ら
30
日
貊
　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま

で（
正
午
か
ら
午
後
１
時
ま
で
を
除
く
）

問 

合
せ
先　

名
古
屋
法
務
局
民
事
行
政

調
査
官
室

　
蘂
０
５
２
ー

９
５
２
ー

８
１
７
０

　

こ
の
時
期
は
日
暮
れ
が
早
く
な
り
、

暗
く
な
り
始
め
た
時
間
帯
は
、
犯
罪
が

起
き
や
す
い
時
で
も
あ
り
ま
す
。
特
に

子
ど
も
や
女
性
が
犯
罪
被
害
に
遭
わ
な

い
よ
う
、
地
域
全
体
で
目
を
光
ら
せ
、

見
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
振

り
込
め
詐
欺
等
の
特
殊
詐
欺
に
も
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

　

大
口
町
内
で
も
不
審
な
ハ
ガ
キ
や
電

話
が
あ
っ
た
と
の
報
告
が
多
数
あ
り
ま

す
。
電
話
で
暗
証
番
号
を
聞
い
た
り
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
取
り
に
行
く
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
不
審
な
ハ
ガ
キ
や

電
話
に
は
絶
対
に
連
絡
・
対
応
を
し
な

い
よ
う
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

運�

動
期
間　

10
月
11
日
豸
か
ら
20
日
貂

ス
ロ
ー
ガ
ン　

３
Ｎ
（
な
い
）
運
動

犯
罪
に
あ
わ
な
い
　
犯
罪
を
起
こ

さ
せ
な
い
　
犯
罪
を
見
逃
さ
な
い

運�

動
の
重
点
　
▽
住
宅
を
対
象
と
し
た
侵

入
盗
の
防
止　

▽
自
動
車
盗
の
防
止

　

▽
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止

▽
子
ど
も
と
女
性
の
犯
罪
被
害
防
止

▽
暴
力
追
放
運
動
の
推
進

問
合
せ
先　

町
民
安
全
課　

蘂
95
―

１
９
６
６

　

労
働
衛
生
意
識
の
高
揚
お
よ
び
産
業

界
に
お
け
る
自
主
的
な
労
働
衛
生
管
理

活
動
の
促
進
を
図
る
た
め
令
和
２
年
度

全
国
労
働
衛
生
週
間
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

実�

施
期
間　

10
月
１
日
貅
か
ら
７
日
貉

ス
ロ
ー
ガ
ン

み
な
お
し
て

　
　
　
職
場
の
環
境

　
　
　
　
　
か
ら
だ
の
健
康

19令和 2 年 10 月

秋
の
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
県
民
運
動

役
場
／
町
民
安
全
課

　

95
ー
１
９
６
６

蘂
名
古
屋
法
務
局
相
続
登
記
促
進
強
化
週
間

役
場
／
政
策
推
進
課

　

95
ー
１
６
１
６

蘂

親
子
ふ
れ
あ
い
広
場

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
福
祉
こ
ど
も
課

　

94
ー
１
２
２
２

蘂

全
国
労
働
衛
生
週
間

役
場
／
政
策
推
進
課

　

95
ー
１
６
１
６

蘂

令和 2 年度 保育士就職支援事業

子どもを真ん中においたまちづくり、
保育園づくり
～保育の現場で一緒に働くことを考えてみませんか～

　保育士の資格をお持ちで、現在保育士の仕事に就いて
いない方や、資格はないけれど保育に興味のある方、こ
の機会にぜひご参加ください。
日時　第１回　10月 15日貅　第２回　11月 13日貊
　時間はいづれも午後１時 30分から２時 30分
場所　ほほえみプラザ１階　多目的室
内�容　「大口町保育園の取り組みについて」「保育士の働

き方について」木育カフェ（ワールドカフェ方式）で、
保育士とお話しましょう。※連続講座ではありません。

※ 両日とも、木片でキーホルダーやヘアクセサリー等を
作る作業をおこないますので、軽装でご参加ください。

※ 新型コロナウイルス感染症の状況により、中止する場
合があります。
申�込み先および問合せ先
　福祉こども課　ほほえみプラザ１階　蘂 94-1222



1 木 親子ふれあい広場（19）

2 金

3 土

4 日

5 月

6 火

7 水 南小学校新入学児童の
健康診断 (9)

8 木

9 金 西小学校新入学児童の
健康診断 (9)

10 土

11 日
外国籍住民向け新型コ
ロナウイルス感染症困
りごと相談会 (5)

12 月

13 火

14 水 北小学校新入学児童の
健康診断 (9)

15 木 保育士就職支援事業 (19)
親子ふれあい広場（19）

16 金

17 土 ぽっかぽか子ども食堂(5)

18 日

19 月

20 火 ワークセンター会員入
会説明会（18）

21 水

22 木 行政書士相談 (18)

23 金

24 土

25 日

26 月

27 火

28 水

29 木

30 金

31 土

20 令和2年10月

無
料
相
談

無
料
相
談

無料相談無料相談

令和 2 年

 10 月

※（　）内はページ数です。
※ 図休 は図書館の休館日です。

人権相談 21（水）（先着順）
午後1:30 〜 4:00

役場1階会議室 内容　いじめ問題等
問合せ先　町民安全課　蘂95-1966　

行政相談 21（水）（先着順）
午後1:30 〜 4:00

役場2階相談室 内容　苦情要望等
問合せ先　町民安全課　蘂95-1966

不動産相談 8（木）（先着順）
午後1:00 〜 4:00

役場1階相談室 内容　不動産全般
問合せ先　町民安全課　蘂95-1966

年金相談
23 （金）（予約制）
午前10:00 〜正午
午後1:00 〜 3:00

役場1階相談室 内容　年金全般

問合せ先　戸籍保険課　蘂95-1115

多重債務者相談
 14（水）（予約制 前日
の午後５時まで）
午後6:00 〜 9:00

役場1階相談室 内容　サラ金問題等

問合せ先　町民安全課　蘂95-1966

法律相談 21（水）（予約制）
午後1:00 〜 4:00

役場1階相談室 内容　相続、金銭問題等
問合せ先　町民安全課　蘂95-1966

消費生活相談 20（火）（先着順）
午前9:00 〜正午

役場1階相談室 内容　消費生活全般
問合せ先　町民安全課　蘂95-1966

登記相談 28（水）（先着順）
午後1:00 〜 3:00

役場1階相談室 内容　土地の相続等
問合せ先　町民安全課　蘂95-1966

家庭児童相談 28（水）（予約制）
午前10:00 〜午後3:30

北児童センター 対象　児童（18歳未満）の保護者
問合せ先　福祉こども課　蘂94-1222 

権利擁護相談
20（火）（予約制）　午後1:30 〜 4:20　ほほえみプラザ2階相談室
予約先　尾張北部権利擁護支援センター　蘂0568-74-5888
問合せ先　健康生きがい課蘂94-0051

心配ごと相談

7（水）
21（水）
28（水）

午前10:00〜午後3:30（予約優先）
午前10:00〜午後3:30（予約優先）
午後1:30 〜 4:30（予約制）

女性相談員 , 母子・父子自立支援員
女性相談員
高齢・障がい者の弁護士相談　

場所　ほほえみプラザ2階　社会福祉協議会 蘂94-0060

ふれあいルーム
おおぐち

児童・生徒の心の居場所として自立を支援するため、相談・指
導をおこないます。
日時　月曜日から金曜日　午前9:00 〜午後3:00（祝日除く）
場所　ほほえみプラザ２階
　（入室希望は、学校教育課　蘂95-4446へご連絡ください）
問合せ先　ふれあいルームおおぐち　蘂95-7773

就学相談

来年４月に小学校に入学する予定で、お子さんの障がいや成長
のことで不安を感じている保護者の方を対象に就学相談窓口を
開設しています。
対�象者　①身体に障がいのあるお子さん　②知的発達に遅れが

みられるお子さん　③情緒面に不安のあるお子さん　④障が
いではないが、成長・発達に遅れがみられるお子さん　⑤病
弱・身体虚弱のお子さん
相�談方法　● 電話または学校教育課窓口　● 必要に応じて小

学校の見学
相談日時　毎週月曜日から金曜日　午前8:30 〜午後5:15
※祝日および正午から午後１時を除く。
問合せ先　学校教育課　蘂95-4446

※新型コロナウイルス感染症予防のため、マスク着用の上、来庁くださいますようお願いします。

図休

図休

図休

図休

図休
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無
料
相
談

無
料
相
談

保健センター行事カレンダー保健センター行事カレンダー

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
（
健
康
文
化
セ
ン
タ
ー
）　

保
健
セ
ン
タ
ー

BCG 予防接種 9（金） 午後 1:00
〜 1:15

令和 2 年 5 月生まれ（予診票、母子健康手帳を持参）
※対象以外は要予約

４か月児健診 28（水） 午後 1:00
〜 1:15

令和 2 年 6 月生まれ　※助産師による母乳相談も
あります。（４か月児健診対象者以外は要予約）

10 か月児健診 13（火） 午後 1:00
〜 1:15 令和元年 12 月生まれ

１歳６か月児健診 20（火） 午後 1:00
〜 1:15 平成 31 年 3 月生まれ

３歳児健診 7（水） 午後 1:00
〜 1:15 平成 29 年 9 月生まれ

２歳児歯科健診 21（水） 午後 1:00
〜 1:15

平成 30 年 7 月生まれ（※ 2 歳歯科健診は２歳３
か月になるお子さんが対象です）

母子健康手帳交付説明会 1（木）
15（木）

午前９:30
〜 10:00

母子健康手帳発行、妊娠初期の保健指導（妊娠届
出書、個人番号カードまたは通知カードを持参）

子育て相談室 19（月） 午前９:00
〜 11:00

身長・体重測定、育児・発育・発達相談
※相談のみ要予約（母子手帳、バスタオルを持参）

離乳食ミニ講座 21（水）

5・6 か月 7・8 か月頃の離乳食のお話とデモンス
トレーション ※要予約
9 〜 11 か月頃の離乳食のお話と大人の食事からの
取り分け方法 ※要予約

フレッシュママの会 23（金） 午後 1:15
〜 1:30

生後 2 か月から 4 か月の乳児とお母さん
内容：ベビーマッサージ・座談会（母子手帳、バ
スタオルを持参）※要予約（定員 10 名）

保健師・栄養士による
健康相談

9（金）
23（金）

午前９:30
〜 11:30

生活習慣病予防、食生活、その他健康についての相談　
※第 1・３金曜日は戸籍保険課でも相談可。※要予約

１
階
ロ
ビ
ー

いきいき 100 歳体操
（多目的室）

13（火）
27（火）

午前 9:30
〜 10:30

重りを使った筋力運動
（動きやすい服装で。フェイスタオル・水分補給用の
お茶または水を持参）※予約不要

歩く健康の集い 13（火）
27（火）

午前９:30
〜９:45 ストレッチ体操、1 時間歩行など

ポールウォーキング
自主活動 毎週水曜日 午前 9:30 ポール体操とポールウォーキング

※予約不要　（雨天中止）

地
域
で
の
介
護
予
防

ひだまりの会
中小口コミュニティーセンター

9（金）
23（金） 午前 10:00 外出する機会の少ない高齢者の方を対象に、レクリエー

ション・筋力トレーニング等介護予防活動をおこないます。

しなやかお達者の会
余野学共施設

13（火）
20（火）

午前 10:00 介護予防のための筋力トレーニングを中心とした運
動・その他レクリエーションをおこないます。しなやかお達者の会

豊田学共施設
13（火）
27（火）

新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防ぐため、今後の動向により、中止または延期になる場合があります。
町のホームページにてご確認ください。

午前 9:15
　〜 9:30
午前 10:15
　〜 10:30

受付時間
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▲笑夢のサロンで制作した作品に注目▲古い水道管による被害の説明中

2
9

水

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
功
労
者
表
彰
を
受
賞

　

愛
知
県
庁
で
、
令
和
２
年
度
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
功
労
者
表
彰
式
が
お
こ
な
わ

わ
れ
、
点
訳
フ
レ
ン
ド
の
皆
さ
ん
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
功
労
者
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。

　

視
覚
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
々
へ
広
報

等
の
点
訳
を
さ
れ
て
き
た
ほ
か
、
町
内
小

中
学
校
の
福
祉
実
践
教
室
で
児
童
生
徒
た

ち
に
点
字
を
教
え
る
な
ど
、
34
年
間
活
動

さ
れ
て
き
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
今
回
の

受
賞
が
決
ま
り
ま
し
た
。

25
8

火 水

ア
ー
ト
で
わ
く
わ
く
♥
心
の
出
会
い

　

丹
羽
広
域
事
務
組
合
水
道
部
が
、
扶
桑

町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
笑え

む夢
と
共
催
し
、

イ
オ
ン
モ
ー
ル
扶
桑
で「
ア
ー
ト
で
わ
く

わ
く
♥
心
の
出
会
い
」
を
催
し
ま
し
た
。

　

あ
い
ち
ア
ー
ル
ブ
リ
ュ
ッ
ト
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
事
業
の
一
環
で
、
ア
ー
ト
を

通
じ
て
多
様
性
を
理
解
し
合
い
た
い
と
い

う
イ
ベ
ン
ト
の
趣
旨
に
沿
っ
て
、
水
を
大

切
に
し
た
い
と
い
う
願
い
を
込
め
た
園
児

の
絵
や
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
が
笑
夢
の

サ
ロ
ン
で
制
作
し
た
作
品
を
展
示
・
販
売

し
ま
し
た
。

　

ま
た
水
道
部
で
は
、
水
道
事
業
が
直
面

し
て
い
る
問
題
点
を
理
解
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
使
用
し
て
い
る
耐
震
管
等
を
実
際

に
見
て
触
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

水
道
に
つ
い
て
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
理
解
を
よ
り
深
め
て
い
た
だ

く
良
い
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
た
く

さ
ん
の
方
に
ご
来
場
し
て
い
た
だ
き
、
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
ま
し
た
。

26

「
法
の
日
」週
間
を
迎
え
て

10
月
１
日
は
「
法
の
日
」
で
す

　
「
法
の
日
」
は
、
国
民
の
皆
さ
ん
に
法
の
役
割
や
重
要
性
に
つ
い

て
考
え
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
に
な
る
よ
う
に
と
、
裁
判
所
、
検

察
庁
、
弁
護
士
会
の
協
議
で
提
唱
さ
れ
、
昭
和
35
年
、
政
府
に
よ
っ

て
「
国
を
あ
げ
て
法
の
尊
重
、
基
本
的
人
権
の
擁
護
、
社
会
秩
序

の
確
立
の
精
神
を
高
め
る
た
め
の
日
」
と
し
て
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

検索名古屋　裁判所
法を身近に感じる情報掲載
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オ
リ
ジ
ナ
ル
の
キ
ャ
ン
デ
ィ
バ
ッ
ク
作
り

河
北
学
供
で
夏
の
光
燈
路

　

今
年
２
月
か
ら
伝
右
の
カ
フ
ェ
A
n
t（
ア

ン
ト
）
で
、
大
口
町
ま
ち
づ
く
り
団
体
「
ひ

ま
わ
り
の
会
」
が
ぽ
っ
か
ぽ
か
子
ど
も
食
堂

を
毎
月
1
回
開
い
て
い
ま
す
。

　

３
月
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
の
た
め
中
断
し
ま
し
た
が
、
７
月
か

ら
再
開
。
お
弁
当
の
ほ
か
、
文
房
具
を
配

る
な
ど
工
夫
を
凝
ら
し
て
活
動
を
続
け
て

い
ま
す
。（
今
月
は
５
ペ
ー
ジ
を
参
照
）

　

こ
の
日
は
、
ス
タ
ッ
フ
13
人
が
午
後
1
時

ご
ろ
か
ら
仕
込
み
開
始
。
開
店
と
同
時
に
訪

れ
る
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
「
い
ら
っ

し
ゃ
い
！　

元
気
だ
っ
た
？
」
と
声
を
か
け

る
代
表
の
飯
野
孝
雄
さ
ん
。「
人
が
集
ま
る

こ
と
が
難
し
い
中
で
、活
動
は
大
変
で
す
が
、

子
ど
も
食
堂
を
必
要
と
す
る
人
の
た
め
に
続

け
た
い
」
と
思
い
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

ぽ
っ
か
ぽ
か
子
ど
も
食
堂

15
8

土

18
8

火
14

8

金

　

夏
休
み
に
催
さ
れ
る
大
口
町
N
P
O

団
体
ま
ち
ね
っ
と
大
口
主
催
の「
夏
休
み

チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座
」
が
中
止
と
な
り
、
毎

年
講
師
と
し
て
参
加
し
て
い
る
大
口
町

N
P
O
団
体
ま
み
ー
ぽ
け
っ
と 

が
、
い

つ
も
と
違
う
夏
休
み
を
過
ご
す
子
ど
も
た

ち
に
、
少
し
で
も
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と

「
キ
ャ
ン
デ
ィ
バ
ッ
グ
を
作
ろ
う
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
デ
ィ
バ
ッ
グ
と
は
、
袋
の
中
に

か
わ
い
い
パ
ー
ツ
を
閉
じ
込
め
た
、
キ
ャ

ン
デ
ィ
ー
の
よ
う
な
チ
ャ
ー
ム
の
こ
と
で

す
。

　

河
北
上
郷
区
地
域
で
は
、
毎
年
こ
の
日

に
盆
踊
り
大
会
を
催
し
ま
す
が
、
今
年
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め

中
止
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
中
止
に
な
る

中
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
夏
の
思
い

出
を
作
っ
て
も
ら
う
た
め
、『
チ
ー
ム

G
O
G
O
大
口
』
に
協
力
を
し
て
も
ら
い
、

行
灯
を
展
示
し
ま
し
た
」
と
河
北
上
郷
区

総
代
。
夕
涼
み
に
訪
れ
た
家
族
連
れ
が
夏

の
光
燈
路
を
楽
し
み
ま
し
た
。

▲今月は 10月 17日貍に開催

▲からあげ弁当

▲河北学供は涼しげなブルーでライトアップ
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大
口
町
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
通
信

No.20

令
和
２
年
度　

小
学
校
へ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
①

　

昨
年
度
、
大
口
町
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

事
業
の
一
つ
と
し
て
、
大
口
西
小
学
校
3

年
生
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
に
、
大

口
町
の
魅
力
や
特
徴
を
伝
え
る
機
会
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
引
き
続
き
大
口
西
小
学
校

と
、
新
た
に
大
口
北
小
学
校
で
、
大
口
町

を
よ
り
深
く
知
り
、
発
見
し
、
さ
ら
に
発

信
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
子
ど
も
た
ち
に

向
け
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。

大
口
町
に
住
む
『
い
き
も
の
』
の
お
話

講�

師
　
吉
田
昇
さ
ん
（
自
然
観
察
指
導
員
）

▽�

７
月
14
日
貂 

大
口
西
小
学
校　

５
年
生

▽�

８
月
28
日
貊 

大
口
北
小
学
校　

５
年
生

　

子
ど
も
た
ち
は
、
吉
田
さ
ん
が
撮
っ
た
写

真
を
見
た
り
、
鳴
き
声
の
音
声
を
聞
い
た

り
、
ク
イ
ズ
に
答
え
た
り
し
な
が
ら
、
大

口
町
内
に
住
ん
で
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
動
物

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
口
町
内
で
交
通
事
故
死
し
て

し
ま
っ
た
動
物
の
標
本
も
見
せ
て
も
ら
い
、

実
際
に
動
物
た
ち
が
身
近
に
住
ん
で
い
る

こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

お
お
ぐ
ち
宣
伝
部
よ
り

▽�

子
ど
も
た
ち
が
実
際
に
動
物
の
標
本
を

見
た
り
触
れ
た
り
で
き
、
子
ど
も
た
ち

の
目
が
輝
い
て
い
た
。
大
口
町
の
自
然

の
豊
か
さ
を
感
じ
て
も
ら
え
た
と
思
う
。

▽�

大
口
町
に
ま
だ
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の

種
類
の
動
物
や
昆
虫
が
い
る
と
知
っ
て

驚
い
た
。

五
条
川
を
守
る
人
の
お
話

講�

師
　
社
本
寛
さ
ん
（
わ
く
わ
く
お
お
ぐ

ち
21
）

▽�

６
月
30
日
貂 

大
口
西
小
学
校　

５
年
生

▽�

７
月
28
日
貂 

大
口
北
小
学
校　

３
年
生

　

五
条
川
の
桜
を
守
る
活
動
を
し
て
い
る

「
わ
く
わ
く
お
お
ぐ
ち
21
」
の
社
本
寛
さ

ん
よ
り
、
堤
防
に
桜
の
植
樹
を
始
め
た
先

人
の
思
い
か
ら
、
現
在
の
五
条
川
の
桜
の

様
子
の
お
話
を
聞
き
、
さ
ら
に
現
在
お
こ

な
わ
れ
て
い
る
保
全
活
動
と
大
口
町
で
ク

ロ
ー
ン
栽
培
に
よ
り
育
て
ら
れ
て
い
る「
お

お
ぐ
ち
観
鋭
桜
」
に
つ
い
て
の
お
話
を
き

き
、
子
ど
も
た
ち
は
大
口
町
五
条
川
の
桜

並
木
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

お
お
ぐ
ち
宣
伝
部
よ
り

▽�
大
口
町
で
生
ま
れ
育
っ
て
い
て
、
大
概

の
こ
と
は
知
っ
て
い
る
つ
も
り
だ
っ
た

が
、
桜
を
植
え
始
め
た
頃
の
話
で
は
知

ら
な
い
こ
と
も
あ
る
の
が
分
か
っ
た
。

桜
並
木
の
歴
史
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
た
。

▽�

大
口
町
の
歴
史
か
ら
始
ま
り
、
昭
和
の

合
併
の
話
で
先
人
の
思
い
も
伝
わ
っ
た

と
思
う
。
ク
ロ
ー
ン
桜
を
植
え
た
場
所

が
分
か
る
と
愛
着
が
わ
く
と
思
う
。

▽�

授
業
を
受
け
た
人
し
か
知
識
を
得
る
こ

と
が
で
き
な
い
の
で
、
五
条
川
を
守
る

活
動
や
桜
の
歴
史
を
説
明
す
る
も
の
が

五
条
川
の
遊
歩
道
に
あ
る
と
よ
い
と

思
っ
た
。

こ
の
後
の
予
定

　
「
大
口
町
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
知
ろ

う
」（
西
小
学
校
３
年
生
、
北
小
学
校
３
年

生
）
お
よ
び　
「
大
口
町
の
特
産
物
」（
西

小
学
校
３
年
生
、
北
小
学
校
３
年
生
）
に

つ
い
て
も
団
体
、
行
政
、
企
業
の
方
と
一

緒
に
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
ま
す
。

～
お
お
ぐ
ち
宣
伝
部
　
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

を
フ
ォ
ロ
ー
し
よ
う
！
～

　

お
お
ぐ
ち
宣
伝
部
で
は
、
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
「
お
お
ぐ
ち
宣
伝
部
」
で
、
大
口
町

の
魅
力
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

「
大
口
町
の
隠
れ
ス
ポ
ッ
ト
」「
風
景
」「
お

店
」
な
ど
な
ど
、
大
口
町
の
方
に
お
伝
え

し
た
い
情
報
を
ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま
す
。

＃
お
お
ぐ
ち
宣
伝
部　

＃
大
口
町
大
好
き　

＃
大
口
町　

＃
魅
力
発
見　

で
検
索
し
て

ね
！

問�

合
せ
先　

N
P
O
法
人
ま
ち
ね
っ
と
大

口　

蘂
22ｰ

６
６
４
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▲桜の苗木を観察



町内にお住まいの
　　20代の皆さんがリレーで登場！

25令和2年10月
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ガ
ラ
ス
に
魅
了
さ
れ
て
…

好
き
な
事
が
仕
事
に

　
自
宅
で
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
オ

ブ
ジ
ェ
や
ジ
ュ
エ
リ
ー
を
製
作
し

作
家
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
主
に

ネ
ッ
ト
で
オ
ー
ダ
ー
を
受
け
、
ピ

ア
ス
や
イ
ヤ
リ
ン
グ
・
ブ
ロ
ー
チ

な
ど
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
を
心
を
こ

め
て
作
っ
て
い
ま
す
。
ガ
ラ
ス
は

光
の
通
り
に
よ
っ
て
表
情
が
変
わ

り
、
そ
の
透
過
性
や
色
、
影
ま
で

も
が
魅
力
的
な
素
材
。
そ
の
持
ち

味
を
生
か
せ
る
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン

を
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
身
に

つ
け
た
方
が
少
し
で
も
気
分
が
上

が
り
幸
せ
な
気
持
ち
に
な
っ
て
も

ら
え
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

　

作
家
の
道
へ
進
ん
だ
事
を
普
段

か
ら
応
援
し
て
く
れ
て
い
る
両
親

や
友
人
た
ち
に
は
い
つ
も
感
謝
し

て
い
ま
す
し
、
作
品
の
感
想
を
言
っ

て
も
ら
え
る
事
も
励
み
に
な
っ
て

い
ま
す
。

大
学
時
代
の
経
験

　

も
と
も
と
自
信
が
持
て
な
い
タ

イ
プ
で
し
た
が
、
芸
術
大
学
で
の

４
年
間
で
、
少
し
ず
つ
変
化
が
。

作
品
作
り
に
没
頭
す
る
日
々
の
中

で
も
、
人
前
で
発
表
す
る
機
会
や

展
示
会
の
ピ
ー
ア
ー
ル
、
作
品
へ

の
さ
ま
ざ
ま
な
評
価
な
ど
、
そ
の

一
つ
一
つ
の
経
験
が
自
分
を
成
長

さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
卒
業
制
作

の
作
品
で
賞
を
頂
い
た
事
も
、
努

力
を
認
め
ら
れ
た
事
が
嬉
し
く
、

大
き
な
自
信
に
繋
が
り
ま
し
た
。

　

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
を
極
め
る
事

に
な
っ
た
大
き
な
き
っ
か
け
は
、

３
年
生
の
時
の
ス
ペ
イ
ン
旅
行
。

サ
グ
ラ
ダ
フ
ァ
ミ
リ
ア
で
、
そ
の

美
し
さ
に
魅
了
さ
れ
衝
撃
を
受
け

ま
し
た
。
私
も
い
つ
か
、
誰
か
の

心
を
動
か
せ
る
よ
う
な
そ
ん
な
作

品
を
作
り
た
い
で
す
。

渡
邉　

明
衣
さ
ん 

（
下
小
口
）　

Ｈ
９
・
１
月
生

▲卒業制作の作品。影の美しさ
を表現するのにこだわりました。
　姉妹校のブライトン大学賞で
グランプリを受賞。

△ハモーン博士のまとめ

蘂

便
り

FOR YOU

　

お
ま
え
を
大
切
に

　

摘
ん
で
ゆ
く
人
が
い
た

　

臭
い
と
い
わ
れ

　

き
ら
わ
れ
者
の

　

お
ま
え
だ
っ
た
け
れ
ど

　

道
の
隅
で

　

歩
く
人
の

　

足
許
を
見
上
げ

　

ひ
っ
そ
り
と
生
き
て
い
た

い
つ
か
お
ま
え
を
必
要
と
す
る
人

が
あ
ら
わ
れ
る
の
を
待
っ
て
い
た

か
の
よ
う
に

お
ま
え
の
花

白
い
十
字
架
に
似
て
い
た

　

引
用
：
星
野
富
弘　

著

　
「
か
ぎ
り
な
く
や
さ
し
い
花
々
」
よ
り

ごみ袋はポンチョ
家族 4人で電車に乗ってお出掛けの帰りのこ
と。駅に降りたらどしゃ降りの雨。困った！
雨具がない！ひとりを背負い、ひとりを後部
に乗せ、娘の頭からごみ袋をかぶせ自転車を
必死にこいで帰宅。
夫は一人マイペースで…。イクメンとはほど
遠かった夫も今ではイクジイになりつつある。  
　　　　　　　　　　　　　　　    （しばＰ）

遺伝子
血液型、食べ物の好み、性格もぜんぜん違う
二卵性双子の息子たち。そのおかげで、思う
ようにならない子育ての最中、「悪いのは育て
方じゃない。同じ環境で同じ物を与え、同じ
ように育ててるのに、こんなに違うのは、生
まれ持ったこの子たちの個性」で、すべて納
得して済ませてきた。成長した息子をみて、
個性の元となる遺伝子は、親から受け継ぐこ
とに改めて気づくこのごろ…。（チャーミー）

あの時のこの歌
40年も前、台所で「ゆりかご
の歌をカナリアが歌うよ、ね
んねこねんねこねんねこよ」
と口ずさんでいたら、「ねんね
こってどんなネコ？」と 4歳
の息子が聞いてきた。ネコ？
　　　　　　　　　 （名加女）

（地域協働課）

大口町NPO登録団体ハモーン

そ
ん
な
こ
と
言
わ
れ
て
も
…

　

30
年
来
活
動
を
一
緒
に
し
て
き
た
仲
間
の
訃

報
を
聞
い
た
。
葬
儀
は
身
内
の
み
で
執
り
お
こ

な
う
と
外
部
に
は
通
知
さ
れ
ず
、
場
所
さ
え
知

ら
な
い
。
皆
で
お
別
れ
し
た
い
と
各
所
の
葬
儀

社
に
当
た
っ
た
ら
遺
族
の
承
諾
が
な
い
の
で
お

入
れ
で
き
ま
せ
ん
と
の
事
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

で
身
内
さ
え
逢
う
こ
と
が
で
き
ず
遺
骨
に
な
っ

て
帰
っ
て
く
る
昨
今
。
人
生
の
最
後
が
こ
の
よ

う
に
侘
し
い
の
は
や
り
き
れ
な
い
。　
（
名
華
女
）

　

８
歳
に
な
っ
た
孫
が
成
長
す
る
に
つ
れ
、
互

角
の
頭
脳
対
決
を
す
る
事
が
あ
る
。
あ
る
日
、

教
え
て
欲
し
い
と
言
わ
れ
た
漢
字
の
書
き
順
を

調
べ
て
い
る
と
、「
ば
ぁ
ば
、
大
人
な
の
に
分
か

ら
な
い
の
？
」
そ
ん
な
こ
と
言
わ
れ
て
も
、
時

代
が
…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
し
ば
Ｐ
）

　
「
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
」「
新
し
い
生
活
習
慣
」
っ

て
言
わ
れ
て
も
、
ど
う
も
う
ま
く
イ
メ
ー
ジ
で

き
な
い
私
。
今
ま
で
普
通
に
し
て
き
た
行
動
を

改
め
る
っ
て
難
し
い
。
寝
て
る
間
に
私
の
「
意

識
改
革
」
っ
て
ア
プ
リ
が
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
さ
れ

れ
ば
い
い
の
に
…　

              

（
す
み
ち
ゃ
ん
）

　

そ
の
昔
「
男
の
子
だ
っ
た
ら
良
か
っ
た
の
に

ね
ぇ
」
と
よ
く
言
わ
れ
た
。
こ
の
物
怖
じ
し
な

い
性
格
の
せ
い
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ
ん
な
こ
と

言
わ
れ
て
も
…
、
私
だ
っ
て
男
に
生
ま
れ
た
か
っ

た
。
が
、
時
代
と
共
に
「
女
ら
し
く
男
ら
し
く
」

と
い
う
性
別
の
呪
縛
が
解
け
、
今
は
「
女
で
良

か
っ
た
」
と
思
う
。
何
と
な
く
男
性
の
方
が
生

き
辛
ら
そ
う
に
感
じ
る
か
ら
。
世
の
男
性
に
し

て
み
た
ら
「
そ
ん
な
こ
と
言
わ
れ
て
も
…
」
だ

よ
ね
ぇ
。                       　
（
チ
ャ
ー
ミ
ー
）

　
「
パ
パ
は
い
つ
赤
ち
ゃ
ん
を
産
む
の
？
」
唐
突

に
娘
が
言
っ
た
。
ど
う
や
ら
日
々
育
っ
て
い
く

お
腹
の
中
に
赤
ち
ゃ
ん
が
い
る
と
思
っ
て
い
る

様
子
。「
私
、
女
の
子
が
い
い
！
」
そ
ん
な
こ
と

言
わ
れ
て
も
…
こ
の
中
に
は
「
い
の
ち
」
と
い

う
希
望
で
は
な
く
、「
し
ぼ
う
」
と
言
う
絶
望
が

詰
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。                 　
（
俺
）

　そんなこと言われても…は、言われる側
には「今さら」とか「困る」という意味合
いが含まれるが、言う側には悪気が無い場
合も多い。どう返すかによりその後の会
話や関係性が良くも悪くもなる。笑って聞
き流せることばかりではないとは思うが、
さらっと返せないときは、一呼吸入れて、
にっこりと先ずは「そんなこと言われても
…」と返すことじゃ。（笑）
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お
腹
に
い
る
時
か
ら
病
院
の
先
生

に
毎
回
「
標
準
だ
ね
」
と
言
わ
れ
て

き
た
陽
葉
里
。
パ
パ
の
到
着
を
待
っ

て
、
そ
の
5
分
後
に
元
気
に
生
ま
れ

て
き
た
親
思
い
な
子
で
す
。

両
家
に
と
っ
て
の
初
孫
で
、
み
ん

な
で
誕
生
を
待
ち
望
ん
で
い
ま
し

た
。
お
か
げ
で
生
ま
れ
た
瞬
間
か
ら

ア
イ
ド
ル
状
態
。
周
り
の
人
か
ら
も

た
く
さ
ん
愛
さ
れ
て
い
る
ね
。
す
く

す
く
育
っ
て
い
く
姿
を
と
て
も
嬉
し

く
思
い
ま
す
。

私
た
ち
の
と
こ
ろ
に
き
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
。
心
配
症
な
マ
マ
は
無

事
に
会
え
た
こ
と
が
本
当
に
嬉
し
い

よ
。
こ
れ
か
ら
も
陽
葉
里
ら
し
い
姿

を
た
く
さ
ん
見
せ
て
ね
。

出
産
前
日
の
朝
、
お
し
る
し
が
き

て
陣
痛
が
始
ま
っ
た
の
で
今
日
か
明

日
に
は
産
ま
れ
る
な
と
思
い
ド
キ
ド

キ
し
て
い
ま
し
た
。
丁
度
病
院
に
行

く
予
定
が
あ
っ
た
の
で
、
助
産
師
さ

ん
に
相
談
す
る
と
、
も
し
か
し
た
ら

ま
た
戻
っ
て
く
る
か
も
ね
と
話
し
を

し
て
い
た
ら
、
案
の
定
夜
中
に
３
分

か
ら
４
分
間
隔
に
。
20
時
間
の
陣
痛
の

末
、午
後
７
時
８
分
に
産
ま
れ
ま
し
た
。

予
定
日
よ
り
１
週
間
も
早
か
っ
た

の
で
び
っ
く
り
し
ま
し
た
が
元
気
で

可
愛
い
子
で
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

生
後
3
日
で
黄
旦
の
数
値
が
高
く

違
う
病
院
に
運
ば
れ
た
と
き
は
悲
し

か
っ
た
で
す
が
、
今
は
元
気
で
、
よ

く
笑
っ
て
、
活
発
で
、
と
て
も
可
愛

い
で
す
（
笑
）。

（
中
小
口
）

　

お
父
さ
ん　

 　
　

渡
邉　

貴
文　
　
　
　
　

　

お
母
さ
ん　
　
　
　
　
　

 

絢
子

（
余
野
）

　
　

お
父
さ
ん　
　
　

古
田　

和
己　

　
　

お
母
さ
ん　
　
　
　
　
　

沙
織

ふるた　ひより　ちゃんわたなべ　はるき くん

No.869 No.868

○
月
×
日　

大
人
と
同
じ
こ
と
を
す

る
の
が
大
好
き
な
ゆ
ず
ち
ゃ
ん
。
マ

マ
が
メ
モ
を
書
い
て
い
る
と
、
ゆ
ず

ち
ゃ
ん
も
ペ
ン
と
メ
モ
を
欲
し
が
り

ま
す
。「
う
〜
ん
」
と
言
い
な
が
ら
考

え
て
い
る
ポ
ー
ズ
ま
で
マ
マ
の
真
似

か
な
？

○
月
×
日
　
平
日
は
仕
事
で
な
か
な

か
会
え
な
い
パ
パ
が
、
た
ま
に
早
く

帰
っ
て
く
る
と
目
を
輝
か
せ
て
お
迎

え
！
最
近
は
カ
タ
コ
ト
で
「
お
か
え

り
」
も
言
え
る
よ
う
に
。
パ
パ
が
ご

飯
を
食
べ
て
い
る
時
も
ず
っ
と
べ
っ

た
り
で
、
い
つ
も
の
寝
る
時
間
を
過

ぎ
て
も
パ
パ
か
ら
離
れ
ま
せ
ん
…
。

「
仕
方
な
い
な
ぁ
」
と
嬉
し
そ
う
に
パ

パ
が
寝
か
し
つ
け
を
し
て
く
れ
ま
す
。

○
月
×
日
　
お
買
い
物
に
行
く
と
ゆ

ず
ち
ゃ
ん
が
い
ろ
い
ろ
お
手
伝
い
を

し
て
く
れ
ま
す
。
セ
ル
フ
レ
ジ
で
は
、

機
械
を
持
っ
て
バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み

取
っ
て
く
れ
る
し
、
店
員
さ
ん
に
ポ
イ

ン
ト
カ
ー
ド
を
渡
す
の
も
ゆ
ず
ち
ゃ

ん
の
お
仕
事
。
い
つ
も
真
剣
な
表
情
で

渡
し
て
い
る
姿
に
ほ
っ
こ
り
し
ま
す
。

人　口 計　24,285 人　　  男性   12,370 人（前月比　− 7 人）
（9 月 1 日現在） 　　　 　 　    女性　11,915 人（前月比　± 0 人）
世帯数　　9,678 世帯（前月比　− 4 世帯）

No.319

秋田

休日診療

10月4日 みどりクリニック 95-0881

11日 山田外科内科 96-6000

18日 ひじかた整形外科 91-0012

25日 さくら総合病院 95-6711

診 

療
時
間　

午
前
９
時
か
ら
正
午

　

午
後
２
時
か
ら
５
時

　

救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
（
夜
間
）

　

蘂
０
５
８
６
―

72
―

１
１
３
３

岡
田　

純
さ
ん

　
　
　
　 

友
美
さ
ん

　
　
　
　 

橙ゆ
ず
き季

ち
ゃ
ん　

　
　
　
　

  

Ｈ
30
・
12
生

▼
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	p25,△アンビ
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